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瞳を輝かせて/平成22年度チアド
ラゴンズとして活躍

中
なかしま

島　加
か な

奈さん（三好上）

人　口　５７，８６４人　 (－３３人)
男　性　２９，９１９人　 (－１５人)
女　性　２７，９４５人 　(－１８人)
世帯数　２１，４２９世帯 (－１３世帯)

みよしの人口

※（　）は前月比

（平成22年6月1日現在）
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　天王小学校で6月3日、5年生児童による
毎年恒例の田植え体験が行われ、どの子も
助け合いながら元気いっぱいに田植えをし
ました。今回植えたのはもち米。秋には収
穫してみんなでおもちにして食べる予定で
す。児童の一人は「頑張って田植えをしたので秋にはたくさん収穫して、食べ
たいです」と笑顔で話し、早くも実りの秋が待ちきれない様子でした。

※ 各種相談については終了時間が異なりますので、広報毎月15日号の「お知らせ」 
のコーナーで確認してください。

７月カレンダー

コロンバス市の学生みよし市来
訪、園庭の天然芝生化、安全な
まちづくり推進大会・環境美化
推進大会ほか

無料クーポン券を使って子宮
頸がん、乳がん検診を受けま
しょう

男女共同参画交流ネットへの
登録と支援事業の紹介

17 土 夏季企画展「遺跡から見るみよし
の歴史～やきものの生産地から消
費地へ」
（9：00～ 歴史民俗資料館 ～9月12日）

18 日 家庭の日
19 月 海の日
20 火 心配ごと相談(9:00～ 福祉センター)

こどもの相談（9:00～ 学習交流
センター2階教育相談室）
司法書士・行政書士・土地家屋調査
士合同相談（13:00～ 市役所西館1
階相談コーナー）

21 水 消費生活相談（9:00～ 市役所西館
1階相談コーナー)
年金相談
(10:00～ 市役所西館1階相談室）

22 木 こどもの相談（13:00～ 市役所東
館1階121会議室）
NPO・協働の相談
（13:30～市役所市民活動支援課）

23 金
24 土 ふれあいバザール

（9：00～緑と花のセンター）
25 日 カヌーポロに親しむつどい（10：00

～保田ケ池カヌーポロ競技場）
26 月 消費生活相談（9:00～ 市役所西館

1階相談コーナー)
27 火 こどもの相談（9:00～ 学習交流

センター2階教育相談室）
障がい者福祉相談
（10:00～ 市役所西館1階相談室）

28 水 消費生活相談（9:00～ 市役所西館
1階相談コーナー)
年金相談
(10:00～ 市役所西館1階相談室）

29 木 こどもの相談（13:00～ 市役所東
館1階121会議室）

30 金
31 土 友好の森ふれあいツアー

（長野県木曽郡木曽町三岳）

みよし市議会定例会（6月議会）

Voice
～心の通う対話の市政進行中～

 1 木 こどもの相談（13:00～ 市役所東
館1階121会議室）

2 金
 3 土 おはなし会（10:30～中央図書館）
 4 日 市民テニス大会（8：30～ 三好公園

テニスコート）
 5 月 市長ホットライン（8：00～ ラジオ・

ラブィート78.6MHz）
消費生活相談（9:00～ 市役所西館
1階相談コーナー)
心配ごと相談(9:00～ 福祉センター)

 6 火 こどもの相談（9:00～   学習交流
センター2階教育相談室）

7 水 消費生活相談（9:00～ 市役所西館
1階相談コーナー)
年金相談
(10:00～ 市役所西館1階相談室）

8 木 こどもの相談（13:00～ 市役所東
館1階121会議室）
NPO・協働の相談
（13:30～市役所市民活動支援課）

9 金 法律相談（13:30～ 市役所東館3階
住民相談室）

10 土 おはなし会（10:30～中央図書館）
11 日 市民カヌー大会（9：00～ 三好池

カヌー競技場）
12 月 消費生活相談（9:00～ 市役所西館

1階相談コーナー)
人権相談（13:00～ 市役所東館3階
住民相談室）

13 火 こどもの相談（9:00～   学習交流
センター2階教育相談室）

14 水 消費生活相談（9:00～ 市役所西館
1階相談コーナー)
年金相談
(10:00～ 市役所西館1階相談室）

15 木 こどもの相談（13:00～ 市役所東
館1階121会議室）
行政相談（13:00～ 市役所東館3階
住民相談室）

16 金
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男女共同参画交流ネットへの登録と支援事業の紹介

一人一人が輝くまちづくりを
目指して ▼問い合わせ＝市民活動支援課

   ☎（32）8025　N（32）2165　

　みよし市では、「みよし男女共同参画交流ネット」への登録を希望する活動団体を募集しています。

▼  対象＝みよし市内を主な活動領域とし、主に市内在住・在勤・在学の人で構成され、その構成人数が5人
以上の団体で、男女共同参画推進に向けての活動を行うことができる団体とする。ただし、特定の宗教
および政治団体は除く

▼  申し込み＝随時、登録申込書（市民活動支援課で配布またはホームページShttp://www.city.aichi-miyoshi.
lg.jp/soshiki/shiminkyodo/shien.html/でダウンロード）に必要事項を記入して市民活動支援課へ直接

みよし男女共同参画交流ネット登録団体への支援事業

1   講師料の交付　 男女共同参画社会をつくっていくための学習活動として、登録団体が実施する講座の
講師料の助成をします。

2  みよし男女共同参画交流ネット情報紙の作成　 登録団体相互の情報交換や交流の推進を図るため、情
報紙を作成し、広報していきます。

3  男女共同参画に関する情報の提供　定期的に国・県・市・各登録団体などからの情報を提供します。
4  情報交換会の開催　登録団体の情報交換を目的に年3回、情報交換会を開催します。

　みよし市では、男女が性別にかかわりなく、人として尊重され個性と能力を十分発揮できる男女共同参
画社会の実現に向けて活動を展開している団体を支援する「みよし男女共同参画交流ネット」登録事業を行
っています。
　これは、団体の育成・活性化やネットワーク化を進め、みよし市の男女共同参画の一層の推進を図る事
業です。今回はその事業と登録団体の一部を紹介します。

男女共同参画交流ネットへの登録と
　　　　　　　　　　　　支援事業の紹介

特集

みよし市では、「みよし男女共同参画交流ネット」への登録を希望する

登録を希望する活動団体を募集しています
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　地域、子育て、健康、文化活動の登録グループの活動風景を紹介します。また、各団体やグループで
一緒に活動する仲間を募集しています。それぞれの団体に興味のある人は、左ページの各団体の連絡先へ
ご連絡ください。

三好助け合いチケットじゃんじゃん

演劇グループ遊
ゆう

みよしピンコロ劇団

豊田おやこ劇場（三好ブロック）
　留守中の花の水やりなどの手助けや趣味、特技を
生かしたボランティアなど多くの活動を行っていま
す。写真は「体験交流会」で会員からフラワーアレン
ジメントの指導を受けている様子。

地域活動
文化活動健康活動
子育て活動

　親と子が共に育ち合う活動を展開しています。写
真は子どもの年齢にあった生の舞台の鑑賞後、劇団
の人と人形に直接触れ合いながら、言葉のやりとり
を楽しみました。

　生涯現役を合言葉に仲間同士の交流を大切にしな
がら活動を行っています。写真は「市体育祭」で200
人ほどの会員が軽快なピンコロ体操の曲に合わせて、
健康体操を披露しました。

　役者から音響・照明まで全員で協力しながら、観
て楽しいと感じる芝居を仲間と楽しみながら創り上
げています。写真は演劇「ここにはいません」の出前
公演の様子。

みよし男女共同参画交流ネット登録団体の紹介
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男女共同参画交流ネットへの登録と
　　　　　　　　　　　　支援事業の紹介

特集

活動
区分 団体名 会の目的 活動日 入会条件 連絡先

地
域

秋
こすもすかい

桜会 地域に役立つ活動と会員の
コミュニケーションを図る

毎月第2・4月曜日
10:00～11:00 どなたでも可 日

ひ の

野二
ふ た ば

葉
☎ 36-2512

コスモス会 莇生地域の交流を深め、
コミュニケーションを図る 随時 莇生区民 近

こんどう

藤勝
か つ こ

子
☎ 36-2410

さんかく･おむすび 誰もが笑顔で自分らしく安心して暮らせるまちづくり

毎月第1日曜日定例会、
「おしゃべりカフェ」
毎月第2月曜日10:00～
「ひろま24」 

どなたでも可 杉
すぎうら

浦優
ゆ う こ

子
☎ 36-6828

ひだまりのつどい
「住むからには都にしよう」
安心して住める地域にするため
の交流広場

毎月最終の土・日曜日
（2 日間）7:00～11:30、
（喫茶部は会費100円で
モーニング有、バザー、
健康エアロ、歌声喫茶）

どなたでも可 彦
ひこやま

山ひろみ
☎ 36-3678

三好助け合いチケ
ットじゃんじゃん

会員相互の親睦をはかり、助け
合いながら、安心して暮らせる
地域社会の実現を目指す

随時
市内在住また
は在勤および
在学の人

増
ますおか

岡万
ま り こ

里子
☎ 090-4400-

3138
子
育
て
豊田おやこ劇場
（三好ブロック）

心を育てる文化活動（生の舞台芸
術鑑賞や自主活動）を通して、子
どもたちの育ちあい活動を行う

年4回の舞台鑑賞、月1回
のサークル活動・ブロック
会、自主活動はその都度

どなたでも可
（4歳以上）

事務所
☎ 0565-33-
2243

文
化

えがお 天王小学校児童への読み聞かせ 毎月1回（金曜日）、
8:30～ 8:40

在校生の親族
（原則）

伊
い と う

藤恵
え り こ

理子
☎ 32-8474

演劇グループ遊
ゆう 演劇創りを楽しみ、観ていただ

いて楽しんでもらう
週1～2回、
19:30～21:00（平日） 高校生以上 久

ひ さ た

田恭
きょうこ

子
☎ 36-7385

黒笹かたりんこ 黒笹小学校児童への読み聞かせ 毎月1回（金曜日）、
8:30～8:40 どなたでも可 大

おおかど

門樹
き く よ

久世
☎ 36-1461

コール三好丘 合唱を通じ、地域との交流を深
める

毎週水曜日、
10:00～12:00 女性 西

にしかわ

川めぐみ
☎ 36-7232

三井アーツ友の会 三井アーツでの文化活動の支援
と、地域のたまり場づくり

毎週火曜日および毎月
第1・3・4金曜日13:30
～15:00、随時イベント

どなたでも可 安
あんどう

藤京
きょうこ

子
☎ 34-3365

緑フラウエン・
コール

歌を通して年代を超えた触れ合
いを持ち、地域に貢献する

毎週火曜日、
10:00～12:00 女性 安

あんどう

藤直
な お こ

子
☎ 36-5679

琴の会 琴の技術の向上を図り、ボラン
ティア活動などに活かす 随時 どなたでも可 大

おおしま

嶋米
よ ね こ

子
☎ 32-1039

ほくぶっく 北部小学校児童への読み聞かせ 毎月1回（水曜日）、  
8:30～8:45 どなたでも可 古

ふるかわ

河初
は つ み

美
☎ 32-1624

健
康

ふれあいプラス１
ワン 生活習慣病を予防して介護保険

の利用を一日でも遅くする

毎週月・水・金曜日
（祝日を除く）
10:00～15:30

活動目的に賛
同する人

三
み わ

輪惠
け い こ

子
☎ 090-1411-

6320

みよしピンコロ
劇団

自分の健康は自分で守り、生涯
健康で自立した生活をする

第1・3火曜日、第2金曜
日・第4水曜日
13:30～15:00

どなたでも可 鈴
すずき

木みどり
☎ 32-2822

三好丘健康体操＆
ストレッチ

手軽な健康体操とストレッチを
行う

毎週月曜日（祝日を除く）
13:30～14:30 どなたでも可 安

や す こ う ち

河内典
の り こ

子
☎ 36-5145

三好丘エアロビク
ス同好会

簡単な有酸素運動を通して健康
づくりを行う

毎週月曜日（祝日を除く）
10:30～11:30

どなたでも可
（子連れ歓迎）

安
や す こ う ち

河内典
の り こ

子
☎ 36-5145

三好健康太極拳
木曜会 太極拳を通じての健康づくり 毎週木曜日、

13:30～15:00 どなたでも可 福
ふくしま

島和
か ず お

夫
☎ 36-3735

■ みよし男女共同参画交流ネット登録団体

※詳しい内容については、各連絡先へ電話で、またはホームページ（Shttp://www.city.aichi-miyoshi.lg.jp/katsudo/
danzyokyoudou/top.html）をご覧ください。
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子
宮
頸
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診
は
、
大
腸
が

ん
、
胃
が
ん
、
肺
が
ん
検
診
と
並
ん
で
、
検
診
に

よ
り
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
可
能
な
が
ん
で
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん
は
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
や

女
性
ホ
ル
モ
ン
が
関
係
し
て
い
る
た
め
、
ほ
か
の

が
ん
と
違
っ
て
、
30
歳
か
ら
40
歳
代
の
若
い
世
代

に
多
い
が
ん
で
す
。
そ
し
て
、
年
間
１
万
人
以
上

の
女
性
が
、
こ
の
２
つ
の
が
ん
で
命
を
落
と
し
て

い
る
の
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
一
定
年
齢
の
人
を
対
象
に
、
女
性

特
有
の
が
ん
検
診（
子
宮
頸
が
ん
検
診
、
乳
が
ん

検
診
）の「
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
」と
、
が
ん

に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た「
検
診
手
帳
」

の
配
布
を
、
今
年
度
も
行
い
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
５
月
下
旬
に
保
健
セ
ン
タ
ー
か

ら
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
郵
送
し
ま
し
た
。

が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
行
い
、
今
後
も

健
康
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
こ
の
機
会
に
こ
れ
ら
の

検
診
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

11
月
、
12
月
は
医
療
機
関
が
込
み
合
い
、
検

診
が
で
き
な
い
場
合
も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

早
め
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼ 

検
診
実
施
期
間
＝
６
月
１
日
か
ら
12
月
24
日

ま
で

▼ 

持
ち
物
＝
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

▼ 

実
施
医
療
機
関
＝
次
の
市
内
医
療
機
関

・ 

た
な
か
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
☎（
33
）４
１
０
３
）（
検
診
前
日
ま
で
に
予
約
）

・ 

花
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
☎（
33
）０
３
１
１
）（
予
約
不
要
）

・ 

森
脇
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
☎（
33
）５
５
１
２
）（
完
全
予
約
制
）

▼ 

検
診
内
容
＝
医
師
の
診
察
、
子
宮
頸
部
細
胞
診

▼ 

実
施
医
療
機
関
＝
次
の
市
内
医
療
機
関

・ 

み
よ
し
市
民
病
院（
完
全
予
約
制
。
☎（
33
）３

３
０
３
）（
検
診
科
直
通
）

▼ 

検
診
内
容
＝
医
師
の
視
触
診
、
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ（
乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
）

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
配
布
対
象
者

　

平
成
22
年
４
月
20
日
現
在
、
住
民
登
録
ま
た
は
、

外
国
人
登
録
さ
れ
て
い
る
、
次
の
年
齢(

年
齢
の

起
算
日
は
平
成
22
年
４
月
１
日)

の
人

んよ女がにのい特検にのらが健検

無料クーポン券を使って子宮無料クーポン券を使って子宮頸頸
けいけい

がん、がん、

乳がん検診を受けましょう乳がん検診を受けましょう

子
宮
頸
が
ん
検
診

乳
が
ん
検
診

１ 

医
療
機
関
で
検
診
を
受
け
る
場
合

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
60
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
55
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

昭
和
49
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
50
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

昭
和
44
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
45
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

2020
歳
…
歳
…

2525
歳
…
歳
…

3030
歳
…
歳
…

3535
歳
…
歳
…

4040
歳
…
歳
…

子子し
き
ゅ
う

し
き
ゅ
う宮宮
頸頸け

い
け
い

が
ん
検
診

が
ん
検
診

乳
が
ん
検
診

乳
が
ん
検
診

昭
和
44
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
45
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

昭
和
39
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
40
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

昭
和
34
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
35
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

昭
和
29
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
30
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

昭
和
24
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
25
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

4040
歳
…
歳
…

4545
歳
…
歳
…

5050
歳
…
歳
…

5555
歳
…
歳
…

6060
歳
…
歳
…

※
平
成
22
年
４
月
20
日
以
降
に
み
よ
し
市
へ
転
入

し
た
人
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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▼ 

実
施
日
な
ど
＝
次
の
表
の
と
お
り

▼ 

持
ち
物
＝
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

▼ 

申
し
込
み
＝
申
し
込
み
開
始
日
よ
り
電
話
ま

た
は
、
窓
口
で
予
約

無料クーポン券を使って子宮頸がん、
乳がん検診を受けましょう

▼
問
い
合
わ
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎（
34
）５
３
１
１   
N（
34
）５
９
６
９

S
http

://w
w
w
.c
ity
.a
ic
h
i-m
iy
o
s
h
i.

lg
.jp
/h
o
ke
n
_c
/s_ku

-p
o
n
n
ke
n
n
sin
n
/

jyo
seikupo

nto
p.htm

l

子
宮
頸
が
ん
検
診

実
施
日

申
し
込
み
開
始
日

７
月
29
日（
木
）

予
約
受
付
中

８
月
17
日（
火
）

７
月
15
日（
木
）

８
月
25
日（
水
）

９
月
16
日（
木
）

８
月
10
日（
火
）

９
月
29
日（
水
）

10
月
14
日（
木
）

９
月
７
日（
火
）

11
月
13
日（
土
）

10
月
７
日（
木
）

11
月
26
日（
金
）

12
月
９
日（
木
）

11
月
２
日（
火
）

特 集

２  

保
健
セ
ン
タ
ー
で
集
団
検
診
を

受
け
る
場
合

　

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で

の
間
に
、
市
内
医
療
機
関（
た
な
か
マ
タ
ニ
テ

ィ
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
花
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

森
脇
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
み
よ
し
市
民

病
院
）で
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
対
象
と
な
る
検

診
を
受
け
た
人
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
12
月

28
日
ま
で
に
次
の
２
つ
の
方
法
で
自
己
負
担
金

（
金
額
の
上
限
あ
り
）の
払
い
戻
し
が
で
き
ま

す
。

※
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
の

間
に
前
住
所
地
で
該
当
の
検
診
を
受
け
た
人
は
、

前
住
所
地
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

①
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
手
続
き
を
す
る
場
合

　

保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
、

検
診
の
領
収
書
、
検
診
票
、
認
め
印
、
口
座
番

号
が
分
か
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

②
郵
送
で
手
続
き
を
す
る
場
合

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
請
書
、
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
、
検
診
の
領
収
書
、
検
診
票
を
そ

ろ
え
て
保
健
セ
ン
タ
ー（
〒
４
７
０
ー
０
２
２
４ 

み
よ
し
市
三
好
町
陣
取
山
54
番
地
）へ
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
金
の
払
い
戻
し
に
つ
い
て

年齢 対象
者数

受診
者数

検診結果

異常なし その他の
疾患 要精密検査

40歳 543 162 141 3 18

45歳 395 97 84 0 13

50歳 272 57 49 1 7

55歳 304 54 44 1 9

60歳 417 120 99 2 19

計 1,931 490 417 7 66

子宮頸がん乳がん 平
成
21
年
度
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

受
診
者
数
・
結
果

年齢 対象
者数

受診
者数

検診結果

異常なし その他の
疾患 要精密検査

20歳 252 12 11 1 0

25歳 337 80 61 19 0

30歳 384 123 91 30 2

35歳 601 179 142 36 1

40歳 543 157 133 23 1

計 2,117 551 438 109 4

乳がん検診受診率　25.4％ 子宮頸がん検診受診率　26.0％

▼ 

と
き
＝
午
前
９
時
か
ら
10
時
ま
で
、
午
後
１

時
か
ら
２
時
ま
で（
８
月
17
日
、
８
月
25
日
、

11
月
13
日
、
11
月
26
日
、
12
月
９
日
は
午
前

中
の
み
）

▼ 

検
診
内
容
＝
子
宮
頸
部
細
胞
診

乳
が
ん
検
診

▼ 

と
き
＝
午
前
９
時
か
ら
11
時
ま
で
、
午
後
１

時
か
ら
２
時
30
分
ま
で（
８
月
17
日
、
８
月

25
日
、
11
月
13
日
、
11
月
26
日
、
12
月
９
日

は
午
前
中
の
み
）

▼ 

検
診
内
容
＝
医
師
の
視
触
診
、
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ（
乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
）
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◆
市
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り

　

市
制
施
行
し
て
５
カ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
今

年
度
は
市
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
の
初
年
度
で
あ

り
、
市
と
し
て
新
た
な
歴
史
を
創
り
上
げ
て
い
く

重
要
な
年
で
あ
り
ま
す
。 

極
め
て
厳
し
い
財
政

状
況
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
が
、
地
域

の
特
性
や
特
色
を
生
か
し
た
安
全
で
快
適
な
ま
ち

づ
く
り
な
ど
、
前
向
き
に
市
政
運
営
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
職
員
一
人
一
人
が
市
民
目
線
に

立
っ
た
意
識
改
革
と
行
政
目
標
の
完
遂
に
向
け
、

組
織
の
一
員
と
し
て
担
う
役
割
を
充
分
に
果
た
せ

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
員
各
位
な

ら
び
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 

　

さ
て
、
東
海
地
方
の
梅
雨
入
り
も
間
近
に
控
え
、

こ
れ
か
ら
は
集
中
豪
雨
や
台
風
に
よ
る
災
害
の
発

生
が
危
惧
さ
れ
る
時
季
を
迎
え
ま
す
。
去
る
５
月

30
日
に
、
水
害
応
急
対
策
活
動
の
迅
速
化
と
水
防

体
制
の
確
立
、
そ
し
て
防
災
意
識
の
高
揚
を
目
的

と
し
た「
水
防
訓
練
」を
、
議
会
や
区
長
会
、
消
防

団
を
始
め
、
防
災
関
係
機
関
の
皆
さ
ん
の
参
加
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
実
施
し
ま
し
た
。
訓
練
を
通

じ
水
防
工
法
の
習
得
や
防
災
意
識
の
再
確
認
を
し

て
い
た
だ
け
た
も
の
と
思
い
ま
す
。 

　

わ
が
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
集
中
豪
雨
や
台
風

に
よ
る
大
き
な
風
水
害
、
そ
し
て
危
惧
さ
れ
て
い

る
地
震
災
害
は
発
生
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
５
月

に
政
府
の
地
震
調
査
委
員
会
の
公
表
し
た「
全
国

地
震
動
予
測
地
図
」に
よ
り
ま
す
と
、
今
後
30
年

以
内
に
震
度
６
弱
以
上
の
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
る
確

率
が
、
太
平
洋
側
で
上
昇
し
た
と
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。
昨
年
８
月
に
は
静
岡
県
駿
河
湾
沖
で
大

地
震
が
発
生
し
、
本
市
で
も
震
度
４
が
観
測
さ
れ

て
い
ま
す
。
自
然
の
猛
威
を
避
け
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
が
、
備
え
る
こ
と
に
よ
り
被
害
を
最
小
限

に
食
い
止
め
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

　

今
後
も
緊
急
時
に
お
け
る
災
害
に
関
す
る
情
報

の
発
信
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
防
災
組
織

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
防
災
体
制
の
強
化
・
充

実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
が
、
被
害
を
最
小
限

に
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人

一
人
が
防
災
意
識
を
再
認
識
い
た
だ
き
、
日
ご
ろ

か
ら
緊
急
時
に
備
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
非
常
用
備
品
の
点
検
や
避
難
場
所
の
確
認
な

ど
、
自
ら
で
き
る「
備
え
」を
施
し
て
い
た
だ
き
、

緊
急
時
に
は
、
災
害
に
関
す
る
情
報
に
注
意
を
払

っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
地
域
あ
る
い
は
お
隣

と
の
連
携
・
共
助
に
よ
る
身
の
安
全
の
確
保
を
お

願
い
し
ま
す
。 

　

な
お
、
大
規
模
な
地
震
の
発
生
に
備
え
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
大
切
な
個
人
情
報
を
守
り
、
行
政
推

進
の
機
能
を
維
持
し
、
防
災
・
災
害
の
復
興
拠
点

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
う
る
、
新
庁
舎
の
建
設

に
着
手
し
て
い
き
ま
す
。
現
在
、
基
本
設
計
に
基

づ
く
実
施
設
計
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
議
員
各

位
な
ら
び
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

　

防
犯
に
つ
い
て
は
、
５
月
31
日
に
豊
田
市
内
の

郵
便
局
で
強
盗
事
件
が
発
生
、
ま
た
、
７
日
の
朝

に
は
豊
田
市
小
坂
町
に
お
き
ま
し
て
、
通
学
途
中

の
中
学
生
が
ナ
イ
フ
で
切
り
つ
け
ら
れ
け
が
を
負

う
事
件
も
起
き
て
お
り
、
幸
い
大
事
に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
身
近
な
と
こ
ろ
で
凶
悪
犯
罪
が
発

生
す
る
な
ど
、
全
国
各
地
で
も
心
を
痛
め
る
残
忍

な
事
件
が
発
生
し
て
お
り
、
極
め
て
憂
慮
す
べ
き

状
況
に
あ
り
ま
す
。 

　

市
に
お
き
ま
し
て
は
、
児
童
生
徒
に
対
す
る
安

全
な
登
下
校
の
た
め
の
指
導
の
徹
底
や
、
教
育
委

員
会
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
教
職
員
に
よ
る

校
区
巡
回
の
強
化
、
近
隣
市
町
と
の
共
有
に
よ
る

不
審
者
情
報
の
配
信
な
ど
、
児
童
生
徒
が
犯
罪
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
防
犯
体
制
の
見
直
し
や
強

化
な
ど
の
安
全
対
策
に
努
め
て
い
ま
す
。 

　

平
成
22
年
第
２
回
み
よ
し
市
議
会
定
例
会
が
６
月
11
日
か
ら
29
日
ま
で
の
19
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
15
日
と
16
日
の
２
日
間
行
わ
れ
、
９
人
の
議
員
が
登
壇
。
質

問
に
対
し
、
市
長
ほ
か
が
答
弁
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
久く

の野
知と

も
ひ
で英
市
長
の
開
会
の
あ
い
さ
つ
の

抜
粋
お
よ
び
提
出
さ
れ
た
議
案
、
補
正
予
算
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◆
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

市として新たな 歴史を歴史を
      創り上げる 重要な年重要な年

市
長
あ
い
さ
つ

６
会 月
議

開会のあいさつをする久野市長
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※ 補正額652万8千円を加えた一般会計の予算総額は、

　歳入・歳出ともに199億3652万8千円です。

県支出金

寄附金　　

繰入金　 

 　382万4千円

250万円

20万4千円

　

ま
た
、
市
民
の
安
全
で
安
心
な
生
活
を
確
保
す

る
た
め
、
本
年
11
月
に
は
、
み
よ
し
市
安
心
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
開
所
し
ま
す
。
交
通
防
犯
指
導
員
と

し
て
警
察
官
経
験
者
を
配
置
し
、
交
通
安
全
や
防

犯
教
室
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
自
主
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
の
活
動
支
援
を
行
う
な
ど
、
地
域
の
安
全

対
策
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

　

各
地
域
に
お
き
ま
し
て
は「
地
域
の
安
全
は
自

分
た
ち
で
守
ろ
う
」と
い
っ
た
機
運
の
中
、
自
主

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
皆
さ
ん
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
犯
活
動
を
展
開
し
て

い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

防
災
そ
し
て
防
犯
に
は「
地
域
の
力
」が
大
き
な

役
割
を
担
い
ま
す
。
わ
が
市
で
は
、
地
域
ふ
れ
あ

い
事
業
や
交
流
事
業
を
積
極
的
に
展
開
い
た
だ
い

て
お
り
、
こ
う
し
た
事
業
を
通
じ
て
、
地
域
の
連

帯
感
や
住
民
相
互
の
結
び
つ
き
が
一
層
高
ま
り
、

災
害
時
に
お
け
る
共
助
体
制
や
防
犯
体
制
強
化
の

大
き
な
力
、
す
な
わ
ち「
地
域
力
」が
さ
ら
に
育
ま

れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
豊
田
警
察
署
や
地
区
防
災
組
織
、

尾
三
消
防
署
や
消
防
団
、
そ
し
て
地
域
の
皆
さ
ん

と
一
体
と
な
っ
て「
安
全
で
快
適
な
ま
ち
」づ
く
り

を
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

　

さ
て
、
３
月
定
例
議
会
で
決
議
い
た
だ
き
ま
し

た
、
平
和
都
市
宣
言
に
つ
い
て
、
わ
が
国
が
核
兵

器
に
よ
る
攻
撃
を
受
け
た
唯
一
の
国
家
と
し
て
、

議案
番号 議　　案　　名

議案第42号
みよし市特別職の職員で非常勤のものの
報酬及び費用弁償支給に関する条例の一
部を改正する条例

議案第43号 みよし市附属機関の設置に関する条例の
一部を改正する条例

議案第44号 みよし市職員の育児休業等に関する条例
の一部を改正する条例

議案第45号 みよし市職員の勤務時間、休暇等に関す
る条例の一部を改正する条例

議案第46号 みよし市税条例の一部を改正する条例

議案第47号 平成22年度みよし市一般会計補正予算
（第1号）

議案第48号 みよし市平和都市宣言について

議案第49号 市道路線の認定について

報告第1号 みよし市土地開発公社の経営状況につい
て

報告第2号 財団法人三好町国際交流協会の経営状況
について

報告第3号 繰越明
めいきょひ

許費の報告について

意見書第1号 地方議会議員年金制度の廃止を求める意
見書

意見書第2号 経済・金融不安から国民生活・雇用を守る
ことを求める意見書

意見書第3号 女性特有のがん検診及び予防推進事業を
求める意見書

意見書第4号 子育て支援の充実を求める意見書

非
核
三
原
則
を
掲
げ
、
核
兵
器
廃
絶
を
全
世
界
に

訴
え
続
け
る
と
と
も
に
、
戦
争
に
よ
る
不
幸
な
出

来
事
を
二
度
と
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
社
会
と
、

人
類
の
恒
久
平
和
の
実
現
を
目
指
す「
平
和
都
市
」

を
宣
言
し
て
い
く
た
め
、
広
く
情
報
発
信
し
、
宣

言（
案
）に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
寄
せ

ら
れ
た
意
見
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
定

例
会
に
宣
言
文
を
議
案
と
し
て
上
程
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
議
員
各
位
な
ら
び
に
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

民生費

教育費　

　

 　511万円

141万8千円

【歳入】 【歳出】

一般会計補正予算

■補正予算（抜粋）

■提出された議案などの一覧

市として新たな 歴史を市として新たな 
      創り上げる 重要な年      創り上げる 

〔補正額の内訳〕

よ 議し 市 会 例定 会
平 年成 22 第 回２
み
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皆
さ
ま
の
提
言

　

み
よ
し
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
市

政
に
対
す
る
意
見
を
久く

の野
知と

も
ひ
で英
市
長
が
直
接
お

聴
き
す
る「
市
長
と
の
ふ
れ
あ
い
座
談
会
」を
開

催
し
た
り
、
提
言
箱
や
電
子
メ
ー
ル
な
ど
を
通

し
て「
皆
さ
ま
の
提
言
」を
い
た
だ
い
た
り
す
る

こ
と
に
よ
っ
て「
心
の
通
う
対
話
と
ガ
ラ
ス
張

り
の
市
政
」を
進
め
て
い
こ
う
と
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は「
市
長
と
の
ふ
れ
あ
い
座

談
会
」で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
と
市
長
の
発
言
要

旨
や「
皆
さ
ま
の
提
言
」、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
問

い
合
わ
せ
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
う
ち
、
主
に

生
活
に
か
か
わ
る
内
容
の
意
見
な
ど
を
要
約
・

集
約
し
た
も
の
と
回
答
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は「
皆
さ
ま
の
提
言
」に
寄
せ
ら
れ
た
意

見
の
要
旨
と
、
そ
れ
に
対
す
る
み
よ
し
市
と
し

て
の
考
え
方
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

▲うさぎっこ広場では、会場にいろいろなおもちゃを
　用意しています

　

わ
た
し
に
は
１
歳
と
３
歳
の
子
ど
も
が
い
て
、

平
日
に
市
内
で
遊
べ
る
場
所
を
探
し
て
い
ま
す
。

う
さ
ぎ
っ
こ
広
場
で
は
、
子
ど
も
が
遊
べ
る
お

も
ち
ゃ
は
置
い
て
あ
り
ま
す
か
。
ま
た
は
各
自

で
持
参
し
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

意
見　
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
問
い
合
わ
せ
）

う
さ
ぎ
っ
こ
広
場（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

に
つ
い
て

答
え(

担
当 

保
健
セ
ン
タ
ー
・
子
育
て
支
援
課

会
場
に
お
も
ち
ゃ
を
用
意
し
て
い
ま
す

　

み
よ
し
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
の
一
室
を
開
放

し
て
毎
月
１
回
、
０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に「
う
さ
ぎ
っ
こ
広

場
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。
会
場
に
は
子
ど
も

た
ち
が
遊
べ
る
よ
う
に
ま
ま
ご
と
セ
ッ
ト
や
レ

ー
ル
で
遊
ぶ
電
車
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
お
も
ち
ゃ

や
遊
具
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
そ
れ
ぞ
れ

の
年
齢
の
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
健
診
や
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
健
師
、
管
理

栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士
、
助
産
師
、
心
理
相
談

員
な
ど
の
相
談
も
併
せ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

各
健
診
や
教
室
、
相
談
の
開
催
日
は
広
報
み
よ

し
の
毎
月
15
日
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る「
保
健

ガ
イ
ド
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
わ
か
ば
保
育
園
や
黒
笹
保
育
園
を
は

じ
め
市
内
５
カ
所
の
保
育
園
内
に
併
設
さ
れ
た

各
地
区
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
電
話
や

面
接
に
よ
る「
子
育
て
相
談
」、
わ
ら
べ
う
た
あ

そ
び
な
ど
を
し
て
遊
ぶ「
あ
か
ち
ゃ
ん
ル
ー
ム
」

や
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
児
童
館
や
地
域
の

公
園
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
す
る「
出
前
ふ

れ
あ
い
広
場
」な
ど
を
実
施
。
そ
の
ほ
か
市
内

10
カ
所
の
保
育
園
で
は
園
児
が
遊
ん
で
い
る
時

間
帯
に
園
児
た
ち
の
歓
声
の
中
で
遊
ぶ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
空
い
て
い
る
保
育
室
や
園
庭
の
開

放
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

み
よ
し
市
で
は
、
こ
う
し
た
子
育
て
に
悩
み

や
不
安
を
持
っ
て
い
る
保
護
者
の
相
談
を
聞
い

た
り
、
保
護
者
同
士
の
交
流
の
場
や
子
ど
も
た

ち
の
触
れ
合
い
の
場
に
し
て
も
ら
う
た
め
の
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、

自
分
た
ち
で
友
だ
ち
の
輪
を
広
げ
る
自
主
サ
ー

ク
ル
へ
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
に
関
す
る
情
報
、
教
室
な
ど
の
対
象

者
や
会
場
、
予
約
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

                       

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー)

心の通う対話の市政 進行中心心心心心心心心心心心ののののののののののの通通通通通通通通通通通ううううううううううう対対対対対対対対対対対話話話話話話話話話話話ののののののののののの市市市市市市市市市市市政政政政政政政政政政政 進進進進進進進進進進進行行行行行行行行行行行中中中中中中中中中中中
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こ
の
提
言
を
い
た
だ
い
た
と
き
に
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
市
役
所
の
開
庁
時
間
の
記
載
が
な

く
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。
早
速
、

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
最
下
段
に
開
庁
時
間
を
追
加

し
ま
し
た
。
今
後
と
も
わ
か
り
や
す
い
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
目
指
し
て
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
以
外
の
施
設
の
利
用
時

間
や
休
館
日
な
ど
の
情
報
は
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
下

段
右
側
の「
施
設
案
内
」や
毎
号
の
広
報
み
よ
し

「
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
」に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

答
え　

(

担
当　

秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係)

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
最
下
段
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

追
加
し
ま
し
た

心の通う対話の市政 進行中

意
見　
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
問
い
合
わ
せ
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
市
役
所

　
　
　
　
　
　
　

開
庁
時
間
に
つ
い
て

は
子
育
て
支
援
課
と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
発

行
の
み
よ
し
市
子
育
て
情
報
誌「
わ
く
わ
く
ガ

イ
ド
マ
ッ
プ
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

             

     

  

７
月
５
日(

月)

午
前
８
時
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
、
ラ
ジ
オ
・
ラ
ブ
ィ
ー
ト(

78･

６
Ｍ
Hz)

の

「
み
よ
し
モ
ー
ニ
ン
グ
ニ
ュ
ー
ス
」で
、
久
野
市
長
が
コ
ラ
ム
の
内
容
を
話
題
に
生
出
演
し
ま
す
。

皆さまからの提言をお待ちしています
　みよし市では、心の通う対話とガラス張りの市政を進めていこうと、市政に対
する皆さまからの提言をいただくため「皆さまの提言箱」を設けています。そのほ
か、下記①から③のいずれかの方法でも受け付けています。

▼提言箱設置場所＝市役所、サンネット、サンアート、市民病院、
　総合体育館、中央図書館
①電子メール…{teigen@city.aichi-miyoshi.lg.jp
②ファクス…N（34)6008
③郵便…〒 470-0295 みよし市役所秘書広報課あて(住所不要）
※皆さんからいただいた提言は、市全体に対する提言としてとらえ、個別の回答
はしません。みよし市ホームページ（http://www.city.aichi-miyoshi.lg.jp)の各
ページ下部にある各担当課への「お問い合わせ」フォームをご利用いただいた問い合
わせに対しては、担当課から直接回答させていただきます。秘書広報課☎(32)8357

携帯電話からメール
で提言できます

全
国
市
長
会
議
に
出
席
し
て

連
載
第
85
回

　

市
に
な
っ
て
６
カ
月
足
ら
ず
の
う
ち
に
、

全
国
を
始
め
と
し
て
、
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
、
県

内
、
そ
し
て
西
三
河
ブ
ロ
ッ
ク
の
市
長
会
議

が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
議
の
中
で
仲

間
入
り
の
紹
介
を
さ
れ
ま
し
た
。
６
月
９
日

に
開
催
さ
れ
た
、
全
国
市
長
会
議
の
当
日
に

は
壇
上
で
わ
が
市
の
Ｐ
Ｒ
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
年
１
月
か
ら
全
国
市
長
会
議

ま
で
の
間
に
市
制
を
施
行
し
た
の
は
新
た
に

８
市
。
み
よ
し
市
は
全
国
に
８
０
９
あ
る
市

の
中
で
８
０
３
番
目
の
市
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
中
央
集
権
か

ら
地
域
主
権
へ
と
権
限
が
ど
ん
ど
ん
移
行
し

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
基
礎
自
治
体
と
し
て

し
っ
か
り
と
し
た
体
力
を
蓄
え
る
こ
と
が
必

要
。
職
員
に
お
い
て
も
県
内
の
部
長
会
議
や

課
長
会
議
、
担
当
レ
ベ
ル
で
の
研
究
会
な
ど

に
よ
り
、
多
方
面
か
ら
情
報
の
収
集
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
成
長
し
て
い
け
る
土

台
は
で
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
全
国
市
長
会
議
で
は
、
国
へ
の
要

望
決
議
や
、
特
別
講
演
会
が
開
催
さ
れ
る
な

ど
大
変
有
意
義
な
会
議
で
し
た
。
講
演
は
東

京
大
学
名
誉
教
授
の
月つ
き
お尾
嘉よ
し
お男
先
生
が「
環

境
問
題
へ
の
都
市
の
挑
戦
」と
題
し
て
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
て
説
明
。
地
球
は
奇

跡
の
惑
星
か
ら
始
ま
り
、
人
類
が
誕
生
し
数

限
り
な
く
自
然
の
も
の
を
奪
っ
て
き
た
。
そ

れ
が
鉱
物
で
あ
り
、
石
油
で
あ
り
、
森
林
で

あ
り
、
淡
水
で
あ
り
…
。
そ
し
て
地
球
の
限

界
を
は
る
か
に
超
え
て
し
ま
っ
た
人
口
。
適

正
な
人
数
は
48
億
人
と
い
わ
れ
て
お
り
、
現

在
の
65
億
人
で
は
過
剰
な
た
め
飢
え
で
苦
し

む
人
が
い
る
の
は
必
然
だ
！　

と
警
鐘
を
鳴

ら
し
ま
す
。
し
か
も
そ
こ
に
は
配
分
の
矛
盾

が
あ
り
、
世
界
で
は
栄
養
過
多
の
人
間
が

11
億
５
千
万
人
い
る
反
面
、
栄
養
不
足
の
人

が
10
億
２
千
万
人
い
ま
す
。
そ
し
て
年
間

９
５
０
万
人
が
飢
え
に
よ
り
亡
く
な
る
と
い

う
現
実
。
ア
メ
リ
カ
で
は
１
日
13
万
ト
ン
、

日
本
全
体
で
も
１
日
５
万
ト
ン
の
食
料
が
廃

棄
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
世
界
全
体
の
食
料

援
助
は
３
万
ト
ン
と
い
う
矛
盾
。
そ
の
ほ
か

に
は
地
域
の
再
編
か
ら
伝
統
の
再
考
、
環
境

価
値
の
再
考
、
地ち
さ
ん
ち
し
ょ
う

産
地
消
の
拡
大
な
ど
幅
広

い
提
言
も
あ
り
ま
し
た
。
す
べ
て
の
事
を
書

け
な
い
の
が
残
念
で
す
が
、
日
本
で
も
で
き

る
だ
け
近
い
と
こ
ろ
で
食
べ
る
も
の
を
調
達

し
て
食
料
自
給
率
を
上
げ
る
こ
と
が
急
務
。

　

遠
く
オ
マ
ー
ン
の
砂
漠
で
作
ら
れ
た
レ
タ

ス
を
日
本
が
輸
入
す
る
と
か
…
そ
ん
な
話
は

正
直
た
く
さ
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

み
よ
し
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
市
役
所
の
利

用
時
間（
開
庁
時
間
）が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
わ
た
し
は
普
段
、
市
役
所
を
利
用
す

る
機
会
が
少
な
い
の
で
、
常
識
的
な
こ
と
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
検
索
し
て
も
出
て
こ
な

い
た
め
、
と
て
も
不
便
に
感
じ
ま
し
た
。
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み　ん　な　の　ひ　ろ　ば
MIN-NA-NO-HIROBA

あ
り
ま
し
た
が「
で
き
な
い
自
分
に
納
得
す
る
の
が
嫌
で
、

今
ま
で
以
上
に
練
習
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
家
族
の

応
援
も
ダ
ン
ス
を
続
け
る
大
き
な
力
に
な
り
ま
し
た
」と

当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。
３
年
間
練
習
に
打
ち
込
ん
だ
結

果
、
３
年
生
の
と
き
に
は
全
国
ミ
ス
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
大
会

プ
ロ
ッ
プ
部
門
で
チ
ー
ム
と
し
て
２
位
の
成
績
を
修
め
る

ま
で
に
成
長
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
島
さ
ん
が
チ
ア
ド
ラ
に
興
味
を
持
ち
始
め
た

の
も
同
じ
こ
ろ
。
チ
ア
ド
ラ
の
演
技
を
見
て「
私
も
あ
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
立
っ
て
演
技
を
し
た
い
」と
思
い
始
め
ま

し
た
。
し
か
し
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
経
験
が
浅
か
っ

た
中
島
さ
ん
は
、
チ
ア
ド
ラ
を
夢
の
一
つ
と
し
て
心
に
し

ま
い
、
大
学
卒
業
後
は
演
劇
の
道
に
進
み
、
数
々
の
舞
台

に
立
っ
て
精
力
的
に
活
動
を
続
け
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

人
の
前
で
生
き
生
き
と
し
た
表
情
で
演
技
を
す
る
中
島
さ

ん
に
あ
る
と
き
、
家
族
か
ら「
チ
ア
ド
ラ
の
試
験
を
受
け

て
み
た
ら
」と
勧
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
勧
め
で
チ
ア
ド
ラ

へ
の
思
い
が
再
燃
し
た
中
島
さ
ん
は「
今
や
る
し
か
な
い
」

と
挑
戦
を
決
意
。
お
よ
そ
８
倍
の
狭
き
門
で
し
た
が
、
演

劇
で
培
っ
た
豊
か
な
表
現
力
と
、
何
よ
り
負
け
ん
気
の
強

さ
で
見
事
突
破
。
晴
れ
て
チ
ア
ド
ラ
の
一
員
と
な
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。「
ま
さ
か
自
分
が
合
格
す
る
と
は
思
っ

て
な
か
っ
た
の
で
、
夢
が
か
な
っ
て
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
」と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

現
在
は
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
試
合
を
盛
り
上
げ

る
ほ
か
に
も
、
フ
ァ
ン
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

な
ど
、
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
る
中
島
さ
ん
。「
チ
ア

ド
ラ
に
合
格
し
て
か
ら
ダ
ン
ス
の
練
習
が
と
て
も
大
変
で

し
た
が
、
フ
ァ
ン
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
と
き

に
子
ど
も
か
ら『
将
来
チ
ア
ド
ラ
に
な
り
た
い
』と
言
っ
て

も
ら
っ
た
こ
と
が
、
と
て
も
力
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
」と
瞳
を
輝
か
せ
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
光
り
輝
く

演
技
で
わ
た
し
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
下
さ
い
。

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
チ
ー
ム
で
あ
る
チ
ア
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
、
通
称
チ
ア

ド
ラ
。
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
が
完
成
し
た
平
成
９
年
に
結
成
さ

れ
、
試
合
の
前
後
や
最
中
に
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

披
露
し
て
、
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
と
試
合
を
盛
り
上
げ
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
今
年
１
月
に
チ
ア
ド
ラ
の
入
団
テ
ス
ト

に
見
事
合
格
し
、
現
在
活
躍
中
の
中
島
加
奈
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。

　

中
島
さ
ん
が
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
始
め
た
の
は
高
校

生
の
と
き
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
踊
り
が
好
き
だ
っ
た
中
島

さ
ん
は
高
校
で
は
ダ
ン
ス
部
に
入
部
。
予
想
を
は
る
か
に

超
え
る
ハ
ー
ド
な
練
習
メ
ニ
ュ
ー
に
、
思
う
よ
う
に
つ
い

て
行
く
こ
と
が
で
き
ず
、
辞
め
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
も

▼ ▼ ▼プロフィル
なかしま・かな　昭和62年生まれ。趣味はお菓子作り。
クッキーやタルトを作ってチアドラゴンズのメンバー
や家族に振る舞って「おいしいね」と言われるのが楽し
み。現在、側転の練習中で、できるようになったらパ
フォーマンスの中に取り込んでいこうと思っているな
ど、ファンサービスに対する気持ちは誰にも負けない
努力家。

中な
か
し
ま島　

加か

な奈
さ
ん（
三
好
上
）

観
客
に
夢
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に

 　
　
　
　
　

平
成
22
年
度
チ
ア
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
と
し
て
活
躍
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼  今年度チアドラ
ゴンズとして活
躍している18人
のメンバー。
　 「観客の皆さん
と試合を盛り上
げていきます」
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MIN-NA-NO-HIROBA
み　ん　な　の　ひ　ろ　ば

『
将
来
は
サ
ッ
カ
ー
選
手
』

　

サ
ッ
カ
ー
を
す
る
の
が
大
好
き
な
り
ょ
う
く
ん
。

休
日
は
お
父
さ
ん
と
ボ
ー
ル
蹴
り
を
し
て
る
ん
だ
っ

て
。
お
掃
除
も
好
き
で
掃
除
機
を
か
け
る
お
手
伝
い

も
す
る
ん
だ
よ
。
一
人
で
お
も
ち
ゃ
の
お
片
づ
け
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
ょ
う
く
ん
に「
健
康
で
思

い
や
り
の
あ
る
子
に
育
っ
て
ね
」と
お
母
さ
ん
。

太お
お
た田  

涼り
ょ
う
す
け
介
く
ん（
三
好
上
）

父
・
昌ま
さ
ひ
ろ宏
さ
ん　

母
・
智ち
ず
る鶴
さ
ん

平
成
20
年

７
月
15
日
生

お
誕
生
日
コ
ー
ナ
ー
の
応
募
者
の
中
で
希
望
す
る
人
は
、
お
子
さ
ん
の
写
真
を
ひ
ま
わ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
み
よ
し
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
の
番
組
の
中
で
紹
介
し
ま
す
。

※
ご
応
募
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
抽
選
以
外
の
目
的

で
は
使
用
し
ま
せ
ん
。
抽
選
後
は
破
棄
し
ま
す
。

▼  応募期間＝8月2日から4日まで ▼  対象＝9月生まれで3歳未満の児

▼  応募方法＝秘書広報課へ電話で ☎(32)8357
※7月生まれの応募は、11人でした。（抽選により掲載決定）

▲出場者募集

？
広
報
ク
イ
ズ

『
お
姉
ち
ゃ
ん
大
好
き
』

　

ひ
な
お
姉
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
な
ゆ
ず
ち
ゃ
ん
。
お

姉
ち
ゃ
ん
が
す
る
こ
と
を
マ
ネ
す
る
の
が
マ
イ
ブ
ー

ム
で
、
一
緒
に
追
い
か
け
っ
こ
し
た
り
歌
っ
た
り
す

る
ん
だ
よ
。
ゴ
ミ
捨
て
や
お
掃
除
の
お
手
伝
い
が

で
き
る
ゆ
ず
ち
ゃ
ん
に「
こ
れ
か
ら
も
姉
妹
仲
良
く
、

心
の
優
し
い
子
に
育
っ
て
ね
」と
お
母
さ
ん
。

多た
し
ま嶋  

ゆ
ず
ち
ゃ
ん（
三
好
丘
あ
お
ば
）
平
成
20
年

７
月
９
日
生

父
・
和か
ず
ひ
ろ宏

さ
ん　

母
・
愛あ
い
こ子

さ
ん

月

【9月のお誕生日コーナー】

姉
ち
ゃ

な
お

ゃ
ん

ム
で
、
一

る
ん
だ
よ

『
お
姉ひ

な

姉
ち
ゃ

77
 
   

左
の
式
は
、
あ
る
法
則
に
し
た
が
っ
て
い
ま
す
。

□
に
あ
て
は
ま
る
数
字
は
な
ん
で
し
ょ
う
。    

【
応
募
方
法
】①
答
え（
例
：
５
）②
郵
便
番
号
③
住
所

④
氏
名（
ふ
り
が
な
）⑤
年
齢
⑥
電
話
番
号
⑦
広
報

み
よ
し
に
対
す
る
意
見
、
感
想
を
記
入
し
、
は
が

き
、
フ
ァ
ク
ス
、
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
秘
書
広
報

課
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

10
人
に
、
図
書
カ
ー
ド
５
０
０
円
分
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

【
あ
て
先
・
送
信
先
】

は
が
き
…
〒
４
７
０
ー
０
２
９
５
み
よ
し
市
役
所
秘

書
広
報
課（
住
所
の
記
入
不
要
）

フ
ァ
ク
ス
…
N(

34)

６
０
０
８

電
子
メ
ー
ル
…{

h
isyokoho@

city.aichi-m
iyoshi.lg.jp

【
締
め
切
り
】
７
月
12
日（
月
）必
着

【
６
月
１
日
号
の
正
解
と
当
選
者
】答
え
：
１
位（
全
58

通
正
解
51
通
）今
泉
勝
気
、
後
藤
昌
子
、
近
藤
麻
由
、

神
野
美
咲
、
鈴
木
賢
一
、
鈴
木
美
佐
子
、
柘
植
純
子
、

宮
本
晃
太
朗
、
栁
本
真
由
子
、
山
口
裕
妃（
敬
称
略
）

山や
ま
も
と本  

妃ひ
な
つ夏

ち
ゃ
ん（
黒
笹
）

平
成
21
年

７
月
10
日
生

父
・
哲て
つ
や也

さ
ん　

母
・
め
ぐ
み
さ
ん

『
も
し
も
し
。
ひ
い
ち
ゃ
ん
だ
よ
』

　

携
帯
電
話
が
大
好
き
な
ひ
い
ち
ゃ
ん
。
携
帯
電
話

を
上
手
に
使
っ
て
、
お
母
さ
ん
の
友
達
に
電
話
を
し

ち
ゃ
う
ん
だ
っ
て
。
最
近
は
お
気
に
入
り
の
ぬ
い
ぐ

る
み
と
一
緒
に
遊
ぶ
ん
だ
よ
。
つ
か
ま
り
立
ち
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
ひ
い
ち
ゃ
ん
に「
元
気
で
優
し

い
子
に
な
っ
て
ね
」と
お
母
さ
ん
。

問

赤　＋　青　＝　７

灰　＋　茶　＝　９

金　＋　銀　＝　１０

黄　＋　緑　＝　１１

白　＋　黒　＝　□



平成22年７月１日　広報みよし　第975号 14

市内で行われたイベントや行事、まちの話題を写真と一緒に紹介します。
また、みよし市ホームページでは「Topics（まちの話題）」と「市政番組『みよしTODAY』動画配信」
でイベントや行事の様子を紹介しています。 http://www.city.aichi-miyoshi.lg.jp

　友好都市アメリカインディアナ州コロンバス市で日本語を
学んでいる高校生14人と引率者4人が6月3日から7日までみ
よし市を訪れました。来訪団は期間中、みよし市内のホスト
ファミリーの元で日本の生活を体験。4日には三好高校へ体
験入学し、高校生たちと一緒に書道の授業を受けたり、昼食
を一緒に食べたりしてお互いに交流を深めました。その後、
弓道や剣道といった日本古来の伝統武術や、茶道の体験を通
して日本文化に触れました。三好高校での体験を終えたコロ
ンバスの生徒たちは「日本の高校生の皆さんと一緒に、おし
ゃべりしながらご飯を食べたのがとても楽しかったです」「三
好高校の皆さんは気さくでとても素敵な人たちでした」とそ
れぞれ話し、同世代の生徒たちとの交流を心から楽しんだ様
子でした。

同世代で笑顔の国際交流

コロンバス市の学生みよし市来訪
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力のこもった大一番

三吉小学校すもう大会夏場所

　毎年恒例の三吉小学校すもう大会夏場所が6月4
日、三吉小学校校庭の土俵で行われました。子ども
たちに相撲を体験してもらおうと、昭和57年の第1
回大会から毎年夏と秋の2場所開催されている伝統
あるこの大会。1年生から5年生まで各クラス男女1
人ずつと6年生各クラス男女2人ずつの合計28人の
クラス代表横綱が、全校児童が見つめる中、堂々と
土俵入りしました。体育委員の児童から競技につい
ての注意事項の説明が行われた後、1年生から5年

ふかふか芝生の園庭になーれ

園庭の天然芝生化（すみれ保育園）

　今年度から順次実施される保育園庭の天然芝生化。
そのモデル園として6月12日、すみれ保育園で芝生
植えの作業が「園庭植樹祭」と題して行われました。
この日参加したのは園児や保護者、地元の皆さんな
どおよそ120人。初めに市長が「今日はお休みにも
かかわらず、多くの皆さんに集まっていただきまし
た。日差しが強いので体調に気をつけながら作業を
お願いします」とあいさつ。その後、講師から芝生
の植え方を教わり、早速芝植えを開始しました。今回の芝生化事業は芝生を小さな鉢に分けて育て、50センチお
きに点々と植える「鳥取方式」と呼ばれる方法を採用。園庭全面に芝生を植える方法よりも時間がかかりますが、植
える面積が少なくすむため低コストで実施できるのがポイントです。参加者は家族で協力しながら1,300個の芝生
の鉢をおよそ30分ほどで植えて作業終了。順調に生育が進めば秋の運動会は芝生の園庭で実施できる予定です。

生までの各学年男女別優勝決定戦と、6年生男女4人ずつによるトーナメント戦で熱戦を展開。力の入る取り組み
の連続に、会場からはクラスの代表を応援する児童たちの大きな声援が飛んでいました。



平成22年７月１日　広報みよし　第975号 16

　交通安全や防犯、防災、環境美化など安全で住み
よいまちづくりを進めようと6月12日、安全なまち
づくり推進大会・環境美化推進大会がサンアートで
行われました。初めに久

く の

野知
ともひで

英市長が「安全で安心
して住み続けることができる地域となるよう、今後
ともご理解ご協力をお願いします」とあいさつ。そ
の後、交通安全や生活安全など安全なまちづくりの
推進やごみの減量など、環境美化の推進に尽力した

ずっと住み続けたいと思えるまちに

安全なまちづくり推進大会・環境美化推進大会

きれいに磨けたかな？

よい子の歯磨き指導

　正しい歯磨きの仕方を覚えてもらおうと6月4
日、莇

あざ ぶ

生保育園で「よい子の歯磨き指導」が行われ
ました。始めに、保健師さんが「おじいちゃん、お
ばあちゃんになっても健康な歯でいるために、毎日
しっかり磨きましょう」とあいさつ。参加した39人
の年長園児たちは元気よく「はい」と手をあげて答え
ました。その後、歯

しこう

垢染め出し液を使って磨き残し
が無いか確認。園児たちは初めての体験に友達同士で赤くなった歯を見せ合っていました。最後に歯の磨き方指導
を受けた園児たちは、保健師さんからそれぞれ歯の磨き方の合格をもらうと満面の笑みで喜んでいました。園児の
男の子は「磨くのが上手だねと褒められたんだよ」とうれしそうに話しました。

個人や団体を表彰。続いて、習字やポスターの作品入賞者に対する表彰を行いました。参加者は表彰者に対し盛大
な拍手を送るとともに、交通安全や防犯、防災、環境美化に対する意識を再確認していました。
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　夏に向けて徐々に気温の上がり始めた6月7日、
市内の各小学校でプール開きが行われました。中部
小学校では、 全校児童が待ちに待った初泳ぎを楽し
みました。午後の授業でプールに入った 2年生児
童およそ60人は、歓声を上げて元気そのもの。先
生の吹く笛に合わせ、全員が同じ方向に回ることで
プール内に流れを起こして遊んだり、水を掛け合っ

　みよし市に隣接する刈谷市を拠点としてバスケッ
トボールW（女子日本）リーグで活躍中の「デンソー
アイリス」の選手たちが地域活動の一環とし行って
いる、バスケットボールクリニックが6月12日、北
中学校体育館で行われました。この日は市内外のバ
スケット部やクラブチームの女子、およそ70人が

たりしてどの子も満面の笑顔。けれども、プールから上がるとまだ肌寒さの残る、あいにくの曇り空。授業が終わ
ると児童たちが温水シャワーからなかなか動こうとせず、先生からせかされる一幕もあるなど、暑い夏が一段と待
ち遠しく感じるプール開きとなりました。児童の一人は「プールの授業が一番好きです。早くまた入りたいです」
とうれしそうに話していました。

参加しました。クリニックはアイリスのコーチがオフェンスやディフェンス一つ一つのプレーの意味などをわかり
やすく解説し、それを現役選手13人が目の前で実践する方法で行われました。生徒たちは選手の動きを参考にして、
ボールの持ち方やドリブルの仕方などを練習。体育館の各所で選手がマンツーマン指導したり、積極的に選手に声
を掛けてテクニックを教えてもらう生徒の姿が見られました。

あこがれの選手と夢の練習

バスケットボールクリニック

夏を告げるプールの歓声

プール開き（中部小学校）
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編  

集  

後  

記

み
よ
し
市
平
和
都
市
宣
言
を
宣
言
し
ま
し
た

▼
先
月
、
４
人
目
の
子
ど
も
が
誕
生
し
ま

し
た
。
出
産
に
も
立
ち
会
い
、
あ
ら
た
め

て
命
の
誕
生
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
。
た

だ
、
同
時
に
頭
を
悩
ま
せ
た
の
は
名
前
。

４
人
目
と
も
な
る
と
な
か
な
か「
こ
れ
」と

い
う
候
補
が
出
ず
に
大
苦
戦
。
た
だ
、
そ

の
子
が
一
生
付
き
合
う
名
前
な
の
で
、
夫

婦
で
大
い
に
悩
み
決
定
し
ま
し
た
。
と
こ

ろ
で
名
前
と
い
え
ば
、
前
号
の
広
報
27
ペ

ー
ジ
で
、
梅
ワ
イ
ン
の
愛
称
と
ラ
ベ
ル
の

募
集
記
事
を
掲
載
。
今
後
、
み
よ
し
の
特

産
品
と
し
て
多
く
の
皆
さ
ん
に
末
長
く
愛

さ
れ
る
愛
称
・
ラ
ベ
ル
と
な
る
よ
う
、
た

く
さ
ん
の
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。（
瀧
）

▼
コ
ロ
ン
バ
ス
市
の
学
生
た
ち
の
来
訪

に
合
わ
せ
て
、
1
日
密
着
取
材
を
し
ま

し
た
。
そ
の
日
は
三
好
高
校
に
体
験
入

学
。
コ
ロ
ン
バ
ス
の
メ
ン
バ
ー
は
私
服

で
体
格
も
良
く
、
一
見
す
る
と
大
学
生

か
と
見
間
違
う
ほ
ど
。
日
本
の
学
生
か

ら
見
る
と
怖
そ
う
に
見
え
る
か
な
と
心

配
し
た
の
で
す
が
、
心
配
御
無
用
。
互

い
に「
奇
妙
な
日
本
語
」と「
奇
妙
な
英

語
」で
ど
ん
ど
ん
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
し
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
仲
良
し
に
。

「
君
た
ち
す
ご
い
ね
」と
話
し
か
け
る
と

「
言
葉
じ
ゃ
な
い
っ
す
。
気
持
ち
で
す

よ
！
」…
お
み
そ
れ
し
ま
し
た
。（
森
）

  

問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課　

☎(

32)

８
０
０
０　

N(

32)

２
１
６
５

　

戦
後
65
年
を
迎
え
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
増
え
、
戦
争

の
悲
惨
さ
が
風
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

み
よ
し
市
で
は
、
市
制
施
行
を
機
に
あ
ら
た
め
て
平
和
の
大

切
さ
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
考
え
て
も
ら
お
う
と
、「
み

よ
し
市
平
和
都
市
宣
言
」を
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
通
じ
て

皆
さ
ん
か
ら
意
見（
12
人
か
ら
35
件
）を
い
た
だ
い
て
取
り
ま

と
め
、
平
成
22
年
６
月
11
日
に
開
会
し
た
み
よ
し
市
議
会
定

例
会
で
全
員
賛
成
に
よ
り
議

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
役
所
正
面
入
口
の
広
告

塔
に「
宣
言
看
板
」
を
、
東
側

広
場
に「
宣
言
文
」を
掲
示
し

ま
し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

世
界
の
恒
久
平
和
は
、
私
た
ち
人
類
共
通
の
願
い

で
す
。

　

私
た
ち
は
、
わ
が
国
が
核
兵
器
に
よ
る
攻
撃
を
受

け
た
唯
一
の
国
家
と
し
て
、
非
核
三
原
則
を
掲
げ
、

核
兵
器
廃
絶
を
全
世
界
に
訴
え
続
け
、
こ
の
か
け
が

え
の
な
い
美
し
い
地
球
と
、
こ
れ
ま
で
人
類
が
築
き

あ
げ
た
偉
大
な
遺
産
を
後
世
へ
引
き
継
が
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

市
制
施
行
を
機
に
、
み
よ
し
市
は
、
市
民
と
と
も

に
、
日
本
国
憲
法
の
精
神
に
基
づ
い
て
、
世
界
平
和

を
願
う
す
べ
て
の
国
の
人
々
と
手
を
携
え
、
戦
争
の

惨さ
ん
か禍
を
二
度
と
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
社
会
と
人
類

の
恒
久
平
和
の
実
現
を
め
ざ
す「
平
和
都
市
」で
あ
る

こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。

　　

平
成
22
年
６
月
11
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

愛
知
県
み
よ
し
市

み
よ
し
市
平
和
都
市
宣
言

▲宣言文

▲宣言看板
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外
がいこくごじょうほう

国語情報ひろば

A
IC
HI

 HOSPITALITY

PHONE
    

※ 

広
報
み
よ
し「
お
知
ら
せ
版
」な
ど
の
中
か
ら
、外
国
人
の
皆
さ
ん
に
も
お
知
ら
せ
し
た
い
情
報
を
選
び
翻
訳（
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・
英
語
）し
て
い
ま
す
。

市
しみんか
民課　☎（32）8012　N（32）8048

Consultas com intérprete em português.
Dias de atendimento= Todas as terça e sexta-feira (2 vezes por semana).
Distribuição de senhas=das 13:00hrs ás 15:30hrs.
Atendimento=das 13:00hrs ás 16:00hrs.  

ポルトガル語
ご

通
つうやく

訳による外
がいこくじんそうだん

国人相談

＊市内の外国人登録者数/市全体人口に占める割合：1,650人 ／ 2.9％（6月1日現在）

施設名　　　　　　　　　　　　 7月の休館日　      電話番号 施設名　　　　　　　　　　　　    7月の休館日　   電話番号

フレンドシップ継承
　交付金対象事業

☎（32）8558
☎（34）6641

☎（32）2111
☎（33）4150
☎（32）2000
☎（32）2162
☎（34）3311

☎（34）5000

☎（34）3131
三好池カヌーセンター（8:30～17:15） ………………
保田ケ池カヌーポロ競技場管理事務所  ………………
（8:30～17:15）

みよし市役所（8:30～17:15） …………………………
サンネット（10:00～19:00）  …………………………
サンアート（9:00～21:00） ……………………………
中央公民館（9:00～21:00）  ………………………………
中央図書館  ・・……………………………………………
（9:00～17:00）
歴史民俗資料館  …………………………………………
（9:00～16:30）
総合体育館     ……………………………………………（火曜日～土曜日 9:00～21:00、日 9:00～17:00）

（火曜日～土曜日 13:00～21:00、日曜日 9:00～17:00）

☎（33）3300
☎（34）5311
☎（34）1588
☎（34）1988
☎（34）6111
☎（33）3441
☎（32）3044

☎（34）3370
☎（36）8625

☎（32）0100

みよし市民病院（8:30～16:00） ………………………
保健センター（8:30～17:15） …………………………
福祉センター（8:30～17:15） …………………………
生きがいセンター「太陽の家」（8:30～17:15） …………………
さんさんの郷（9:00～17:00） …………………………
学習交流センター（8:30～17:15） ……………………
勤労青少年ホーム  ………………………………………

明越会館（受付9:00～17:00） …………………………
きたよし地区公園管理事務所  …………………………
（受付9:00～17:00）  
学校給食センター（8:30～17:15） ……………………

月

月

月
月

土・日
火

月
月

月

月
月

土・日

土・日
土・日
土・日
土・日

土・日
月（19日は開館）、15日（木）、20日（火）

月（19日は開館）、20日（火）

PROJETO DE ABERTURA 
DAS PISCINAS DAS ESCOLAS 
PRIMÁRIAS AO PÚBLICO

CONCERTO LOBBY EM JULHO

July Lobby Concert

Public Opening of School 
Swimming Pool

Com o objetivo de manter a saúde e 
a resistência física dos cidadãos serão 
abertas ao público piscinas das escolas 
primárias municipais
Período=21 de julho(quarta)à 20 de 
agosto(sexta)(excetos domingos e dos dias 
13 à 16 de agosto)das 9:00h às 12:00h e 
das 13:00h às 16:00h
※Os dias abertos podem diferir de 
escola para escola. Confirmem maiores 
detalhes(distribuidos no Setor de 
Administração Escolar ou através de 
home- page)
Local=piscinas das escolas primárias 
Chubu Shogakko, Nambu Shogakko e 
Midorigaoka Shogakko
Público alvo=residentes, trabalhadores e 
estudantes no município
Inscrição=Compareçam diretamente no 
dia, na recepção da entrada da piscina
Cuidados ao usufruir=crianças antes do 
ingresso escolar com acompanhamento 
dos responsáveis(até 2 crianças 
pequenas para cada acompanhante). Os 
responsáveis deverão entrar na piscina 
junto com a criança com maiô e touca, mas 
somente na piscina pequena. Crianças com 
fraldas não poderão usufruir.
Outros=Caso exceda o nº de pessoas, 
para garantir a segurança podem haver 

limitações quanto a sua entrada
※Crianças que não conseguem escrever o 
nº de telefone e endereço, levar algo que 
comprove o contato de emergência, o qual 
será conferido na recepção

Following municipal elementary
schools swimming pool will be open in
order to help citizens to keep healthy and 
to improve strength.
Period＝July21(Wed)～August20(Fri) 
(except Sundays, August13～16)9:00～ 
12:00, 13:00～16:00 
※The schedule changes depend on 
schools. For details, please refer to 
the guidelines(Distributed in the office 
and publicized on the homepage of 
Educational Administration Division).
Place＝Swimming Pools of Chubu 
elementary school;Nanbu elementary 
school; Midorigaoka elementary school
Target＝People who live /go to company /
go to school in Miyoshi.
Application＝The very day, Please come 
to the swimming pool directly
Attention of Usage＝Preschoolers must 
be with guardians(Single guardian can 
take 2 or less children). Guardians can 
use the small pool wearing swimwear and 
swimming caps.
Furthermore, child who is using diapers is 
not allowed to use the swimming pools.
Other＝It is possible to restrain entrance 

in case there are too many participants to 
guard and keep the swimming pool safe. 
※Preparing for the case the child cannot 
write his/her address and telephone 
number, please let him/her carry 
certificates that notice the emergency 
contacts to confirm at the receptionist.

Quando=15de julho(quinta)a partir das 
19:00h
Local=Sunart Lobby 1º andar
Conteúdo=1ª parte: recital com 
acompanhamento instrumental da música 
pop no estilo ocidental/ IYASHI
2ª parte: dueto de piano/ orientador 
musical de estudo permanente do Comitê 
técnico network Aichi 3ª parte: coro / 
GPC
Entrada=gratuito

Time＝July15(Thu)7:00 p.m.～
Place＝SUNART 1F Lobby
Content＝Part 1…Western pop song sing 
to his own guitar accompaniment /IYASHI,
Part 2…Piano four-handed performance 
/ Aichi Music Instructors Workshop 
Network of lifelong studying,Part 3…
Chorus /GPC
Admission＝Free of charge

学
がっこ う

校プール一
いっぱ ん か い ほ う じ ぎ ょ う

般開放事業

7月
がつ

のロビーコンサート

Seção de Administração Escolar
Tel (32)8028  Fax (34)4379
{kyouiku@city.aichi-miyoshi.lg.jp

Seção de Administração Escolar
Tel (32)8028  Fax (34)4379

Educational Administration Division
Tel (32)8028  Fax (34)4379
{kyouiku@city.aichi-miyoshi.lg.jp

Educational Administration Division
Tel (32)8028  Fax (34)4379

（日本語の記事は裏表紙参照）

（日本語の記事は27ページ参照）
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　こころの病気を抱えながら地域で

生活している人を支援する精神保健

福祉ボランティアの養成講座を開催

します。

▼  とき・内容・講師＝下表のとおり

▼  ところ＝高浜市いきいき広場ホール

（高浜市春日町5-165）

▼  対象＝心の健康やボランティア活

動に関心があり、4回とも出席でき

る人

▼  定員＝先着40人

案 

内

相 

談

募 

集

催 

し

講
座
・
教
室

伝
言
板

▼  参加費＝ボランティア保険費300円

※実習費用（400円程度）を実費負担し

ていただく場合があります。

▼  申し込み＝7月5日（月）から、衣浦東

部保健所健康支援課こころの健康

推進グループへ電話（☎ 0566（21）

4778）で

　総合型地域スポーツクラブ「なかよ

しクラブ」では、新講座として「空手教

室」を開催します。

　無料体験も行いますので、体力強化

やダイエットなど興味のある人はぜひ

ご参加ください。

【無料体験】

▼  とき＝①7月10日（土）午後7時から8

時まで、②7月14日（水）午後7時から

8時まで

▼  ところ＝①勤労青少年ホーム軽運動

室、②中部小学校体育館

▼  定員＝先着で20人（どちらか1回）

【通常講座】

▼  とき＝毎週水曜日と土曜日の午後7

時から9時まで

▼  ところ＝水曜日…中部小学校体育館

土曜日…勤労青少年ホーム軽運動室

▼  参加費＝4,000円（ただし、週1回参

加の場合は3,000 円）

※別途スポーツ保険料と入会金が必要。

なお、保険料および入会金は年齢によ

り異なりますので、事前になかよしク

ラブ事務局まで電話、またはホーム

ページでご確認ください。

【共通】

▼  対象＝年長園児以上

▼  申し込み＝平日（月曜日・祝日を除

く）の午後1時から5時まで、土・日曜

日の午前9時から正午まで、午後1時

から5時までに参加費を添えてなか

よしクラブ事務局（三好中学校北校

舎2階）へ直接

なかよしクラブ「空手教室」

三好中学校内  ☎・N（34）1771

なかよしクラブ事務局から

Shttp://www.geocities.jp/nakayoshi_c2004

とき テーマ 講師・そのほか

第1回 7月21日（水）
13：30～15：30

①こころの病気を抱えている人の
生活を理解しよう
②こころの病気を抱えている人は
どのような所で過ごしているの？

①障害者自立支援施設「アーム」精神保健福祉士

梅
うめむら

村仁
ひと し

志さん
②衣浦東部保健所職員

第2回 8月6日（金）
13：30～15：30

①ボランティアとは？
②精神保健福祉ボランティアの活
動

①碧南市社会福祉協議会主事　野
のなか

中和
かずひこ

彦さん

②あおみ Jセンター　水
みずの

野啓
ひろあき

章さん

第3回
8月9日（月）から
9月2日（木）までの間に1回
（2時間程度）

ボランティアを体験してみよう！
サービス事業所、小規模作業所、
保健所社会復帰教室など

（日程は、第2回目の講座でお知らせします）

第4回 9月3日（金）
13：30～15：30

グループワーク「養成講座を振り返
って」
学んだこと、感じたこと、今後に
生かしたいこと

碧南・高浜市職員
碧南・高浜市社会福祉協議会職員
衣浦東部保健所職員

■精神保健福祉ボランティア養成講座

養成講座
精神保健福祉ボランティア

衣浦東部保健所（本所）健康支援課から

☎0566（21）4778　N0566（25）1470
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案 

内
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談
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集
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し

講
座
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板

　総合型地域スポーツクラブ「三好さ

んさんスポーツクラブ」では、子ども

向けの「ジャズダンス教室」の体験教室

を行います。

　子ども達に人気のある曲に合わせて、

一緒にダンスを楽しんでみませんか。

▼  とき＝7月24日（土）午前11時から

正午

▼  ところ＝明知上公民館

▼  対象＝小学3年生から小学6年生まで

▼  定員＝16人程度

▼  参加費＝会員…無料、非会員…500円

▼  講師＝スタジオA
ア フ ロ デ ィ ー テ

phroditeの立
たちばな

花

侑
ゆ き

季さん

▼  持ち物＝タオル、屋内用シューズ、

飲み物（水分補給用）

※運動ができる服装でご参加ください。

▼  申し込み＝7月20日（火）までの午前

9時から正午まで（日・月曜日および

祝日を除く）に三好さんさんスポー

ツクラブ事務所まで電話で

　豊田工業高等専門学校では、地域連

携講座を行います。

　今回のテーマは「英語文法をイメー

ジで理解してみよう」です。

　関心のある人は、ぜひご参加くださ

い。

▼  とき＝7月31日（土）・8月1日（日）、午

前10時から午後3時まで

▼  ところ＝保見交流館（豊田市保見町

四反田121-1）
▼  対象＝中学校3年生以上

▼定員＝抽選で20人

▼  受講料＝2,000円（中学生は1,000

円）

▼  申し込み＝7月17日（土）まで必着で、

講座名、住所、氏名（ふりがな）、年

齢、性別、郵便番号、電話番号、フ

ァクス番号、学校名（中学生のみ）、

学年（中学生のみ）を明らかにして、

豊田高専総務課へはがき（〒471‐

8525 豊田市栄生町2-1）、メール

（{koukai@toyota-ct.ac.jp）、ま

たはファクスで

※抽選結果は後日連絡します。講座の

詳細は、ホームページ（Shttp://www.

toyota-ct.ac.jp/）をご覧ください。

　豊田工業高等専門学校では、中学生

を対象にした講座を開催します。

【ロボットプログラミングにチャレン

ジ！】

▼  とき＝7月26日（月）・27日（火）、午

前10時から午後4時まで

▼定員＝抽選で20人

▼受講料＝1,000円

▼申込期限＝7月12日（月）

【ペーパーブリッジコンテスト＆環境

都市工学ミニ講座】

▼  とき＝7月27日（火）午前10時から午

後4時まで

▼定員＝抽選で15人

▼  受講料＝無料

▼申込期限＝7月13日（火）

【身近な建築を科学しよう！　～つく

り方・省エネ・心地よさ～】

▼  とき＝7月28日（水）午前10時から午

後4時まで

▼定員＝抽選で15人

▼  受講料＝1,010円（傷害保険料10円

含む）

▼申込期限＝7月14日（水）

【マイコンロボットの製作とロボット

コンテスト（１）】

▼  とき＝7月28日（水）・29日（木）、午前

10時から午後4時まで

▼  定員＝抽選で30人（2人1組が望まし

い）

▼  受講料＝ 1,020 円（傷害保険料 20

円含む）
▼申込期限＝7月14日（水）

【ものづくりの楽しさを体験しよう～

ソーラーカーと信号機とオリジナルプ

レート～】

▼  とき＝8月2日（月）・3日（火）、午前10

時から午後4時まで

▼  定員＝抽選で18人

▼  受講料＝ 1,020 円（傷害保険料 20

円含む）

▼申込期限＝7月19日（月）

【共通】

▼ところ＝豊田工業高等専門学校

▼対象＝中学生

▼  申し込み＝申込期限までに必着で、

希望講座名、住所、氏名（ふりが

な）、年齢、性別、郵便番号、電話

番号、ファクス番号、学校名、学年

を明らかにして、豊田高専総務課へ

はがき（〒471‐8525 豊田市栄生町

2-1）、メール（{koukai@toyota-

ct.ac.jp）、またはファクスで

※抽選結果は後日連絡します。講座の

詳細は、ホームページ（Shttp://www.

toyota-ct.ac.jp/）をご覧ください。

「ジャズダンス教室」
三好さんさんスポーツクラブ

三好さんさんスポーツクラブ事務局から
明越会館内  ☎・N（34）3621

豊田高専地域連携講座

豊田工業高等専門学校から

☎0565（36）5828　N0565（36）5930

豊田高専中学生対象講座

豊田工業高等専門学校から

☎0565（36）5828　N0565（36）5930
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　衣浦東部保健所では、神経難病患者

の皆さんを対象にした教室を開催しま

す。音楽を使って、心と身体のリフレ

ッシュをしてみませんか。

　関心のある人はお気軽にご参加くだ

さい。

▼  とき＝7月8日（木）午後1時30分から
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3時30分まで

▼  ところ＝衣浦東部保健所3階大会議

室（刈谷市大手町 1-12）

▼  内容＝音楽療法士による音楽療法

「歌って、奏でて、楽しくリハビリ」

▼対象＝神経系難病患者とその家族
▼  講師＝音楽療法士の野

のむら

村裕
ゆうこ

子さん、若
わか

山
やま

美
みゆき

幸さん

▼  申し込み＝7月7日（水）までに衣浦東

部保健所健康支援課地域保健グルー

プへ電話で

※神経系難病には、パーキンソン病、

脊
せきずい

髄小
しょうのう

脳変
へんせいしょう

性症、多
たはつせい

発性硬
こうかしょう

化症などが

あります。

　夏休み期間中親子で参加できるリサ

イクル教室を開催します。

▼内容＝下表のとおり

▼  対象＝みよし市、日進市、東郷町在

住の人（親子での参加可、託児あり）

▼  申し込み＝各期限までに、エコサイ

クルプラザ（午前10時から午後4時

まで）へ電話で

▼  休館日＝月曜日（月曜日が祝日の場

合、翌日が休館日）

エコサイクルプラザ教室

尾三衛生組合エコサイクルプラザから

☎（38）2229　N（38）6222

教室名・内容 とき 定員（抽選）参加費 講師 持ち物 申込期限

牛乳パック紙すき
教室（はがき作り）

7月21日（水）
9:30～11:30 12人 100円 野

の の や ま

々山 美
み え こ

恵子さん
牛乳パック1本（切り開い
たもの）、押し花（飾り付
け）も持込可

7月11日（日）

牛乳パック紙すき
教室（うちわ作り）

8月11日（水）
9:30～11:30 12人 200円 野

の の や ま

々山 美
み え こ

恵子さん
牛乳パック1本（切り開い
たもの）、押し花（飾り付
け）も持込可

8月1日（日）

衣類リフォーム教
室（古いワイシャツ
を使ったエプロン
作り）

8月6日（金）
13:30～15:30 20人 400円 中

なかしま

島 安
やす こ

子さん 裁縫用具、筆記用具、ワイシ
ャツ1枚 7月27日（火）

リサイクル工作教室
（フィルムケースを
使った万華鏡作り）

7月28日（水）
9:30～11:30 20人 300円 小

こいけ

池 田
たもり

守さん 特にありません 7月18日（日）

リサイクル工作教
室（食品トレイを利
用したふわふわは
ばたく鳥作り）

7月30日（金）
9:30～11:30 20人 100円 高

たかとう

遠 康
やす こ

子さん
大き目の食品トレイ4枚以
上、使用済み乾電池（単3）1
本

7月20日（火）

リサイクル工作教
室（空き容器を使っ
たモビール（飾り）
作り）

8月2日（月）
9:30～11:30 20人 200円 宮

みやした

下 香
か よ

代さん

プリンやヨーグルト容器な
どの空きプラスチック容器
数個ずつ（きれいに洗って
あるもの）

7月23日（金）

リサイクル工作教
室（小さい空き容器
を利用した昆虫作
り）

8月3日（火）
①9:30～11:30
②13:30～15:30

各回
20人 150円 高

たかとう

遠 康
やす こ

子さん

小さい容器（プリンやゼリ
ーなど）、ペットボトルのふ
た、卵パック、アイスクリー
ムのスプーンなど使えそう
なもの各数個、虫を飾るた
めの大きめのお菓子などの
箱1個

7月24日（土）

リサイクル工作教
室（空きペットボト
ルを使ったプロペ
ラカー作り）

8月4日（水）
9:30～11:30 20人 300円 小

こいけ

池 田
たもり

守さん 500mlの空きペットボト
ル1個、白色トレイ1枚 7月25日（日）

リサイクル工作教
室（空き瓶を利用し
たアクアリウム作
り）

8月5日（木）
①9:30～11:30
②13:30～15:30

各回
20人 200円 宮

みやした

下 香
か よ

代さん
ジャムなどの空き瓶（フタ
付きのもの）1個以上、食品
トレイ2枚

7月25日（日）

■エコサイクルプラザ教室の内容

衣浦東部保健所健康支援課から

☎0566（21）4778　N0566（25）1470
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　日蘭通商400周年を記念し、1609

年から幕末までの250年間に及ぶ日本

とオランダの交流の歴史を、両国の博

物館・美術館が所蔵する絵画・工芸・歴

史・考古資料などを通して紹介します。

▼  とき＝7月17日（土）から8月29日（日）

までの午前10時から午後6時まで

▼  ところ＝岡崎市美術博物館（岡崎市

高
こうりゅうじちょうあざとうげ

隆寺町字峠1番地）

▼ 休館日＝毎週月曜日（ただし、7月19

日（月）は開館、20日（火）は休館）

▼  観覧料＝一般 1,000円、小・中学生

500円　

　今年も西尾まつりを行います。さま

ざまなイベントで皆さんのお越しを心

よりお待ちしています。

【祇
ぎおんまつり

園祭】

　江戸時代より300年以上にわたり受

け継がれる祇園祭。大名行列をはじめ、

みこしや獅子舞が時代絵巻さながらに

市街地を練り歩きます。

▼ とき＝7月17日（土）午後5時から10時

まで

▼  ところ＝中心市街地一帯

【踊
おど

ろっ茶
ちゃ

・西尾！！】

　たくさんのグループが趣向を凝らし

た衣装や踊りでまつりのフィナーレを

飾ります。

▼ とき＝7月18日（日）午後5時30分か

ら8時30分まで
▼  ところ＝中心市街地一帯

　愛知県無形民俗文化財に指定され、

230年以上の歴史がある伝統的な祭り

です。若者が武者人形をかたどったお

よそ60kg の「万燈」を担ぎ、笛と太鼓

の囃
はやし

子に合わせて勇壮に舞います。

　初日の「新
しんがく

楽」では若者たちが万燈

を担いで市内を練り歩き、2日目の

「本
ほんがく

楽」では秋
あきばしゃ

葉社の境内で舞が奉納さ

れます。

▼  とき＝「新楽」…7月31日（土）午後5時

10分から、「本楽」…8月1日（日）午後

5時30分から

▼  ところ＝秋葉社および広小路周辺

（JR刈谷駅、名鉄刈谷市駅下車）

　おいでんファイナルでは、おいでん

まつりの軽快なテーマ曲に合わせて、

市内14カ所から選出された踊り連が

“魅せる踊り”で真夏の夜を盛り上げま

す。また、花火大会ではスターマイン、

フィナーレを飾るナイアガラ大
だいばくふ

瀑布な

ど12,000発の花火がの夜空を彩ります。

　多くの皆さんのご来場をお待ちして

います。

※会場は混雑が予想されますので、名

鉄三河線（豊田市駅下車）、愛知環状鉄

道（新豊田駅下車）など公共交通機関を

ご利用ください。

【おいでんファイナル】

▼  とき＝7月24日（土）午後4時から8時

30分まで（小雨決行）

▼  ところ＝名鉄豊田市駅前通り一帯

【花火大会】

▼  とき＝7月25日（日）午後7時10分か

ら9時まで（雨天決行、荒天および河

川増水時は中止）

▼  ところ＝矢
やはぎがわ

作川河畔（白浜公園一帯、

名鉄豊田市駅から徒歩10分）

　皆さんで楽しく調理実習をしなが

ら、栄養や健康について考えてみま

せんか。

▼  とき＝ 7月22日（木）午前10時から

午後1時まで（受付は午前9時45分か

ら）

▼ところ＝保健センター

▼  内容＝健康についての講話と調理実習

▼ 対象＝市内在住の60歳以上の人（男性

やひとり暮らしの人は年齢を問わず）

▼定員＝抽選で20人

▼参加費＝ 250円

▼  申し込み＝7月14日（水）までに保健

センターへ電話、または直接

天下の奇祭「万
まんどまつり

燈祭」

刈谷市観光協会から

 ☎0566(23)4100  N0566(27）9652

2010西尾まつり

西尾まつり協賛会事務局から

西尾市商工課内  ☎0563(56)2111

第42回豊田おいでんまつり
豊田の夏の風物詩

豊田おいでんまつり実行委員会事務局

（豊田市商業観光課内）
☎0565(34)6642 N0565(35）4317

阿
お ら ん だ

蘭陀とNIPPON～レンブラントから
シーボルトまで～

日蘭通商400周年記念展

岡崎市美術博物館から  ☎0564(28）5000

60歳からの栄養・健康教室

保健センター　☎（34）5311　N（34）5969
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　尾三地区（みよし市、日進市、東郷町）

の一部事務組合では、夏休みを利用し

て、消防、水道、ごみ・し尿処理の各施

設の見学会を行います。

▼  とき・集合場所＝8月16日（月）

① みよし市役所…午前9時30分出発、午

後4時解散予定

② 日進市役所…午前9時出発、午後3時

40分解散予定

③ 東郷町役場…午前9時15分出発、午後

3時50分解散予定

▼  見学施設＝尾三消防組合尾三消防本

部「消防」、尾三衛生組合東郷美化セ

ンター「ごみ処理」、愛知中部水道企

業団尾張東部浄水場「水道」、日東衛

生組合日進美化センター「し尿処理」

▼  対象＝みよし市、日進市、東郷町に在

住の小学生とその保護者

▼  定員＝抽選で各市町合わせて40人

▼参加費＝無料

▼  申し込み＝7月23日（金）までに、事

務局の日東衛生組合総務課まで電話

で

▼  そのほか＝軽食あり（同伴の未就学

児については、各自で用意）

　市内にお住まいの65歳以上の皆さ

んを招待します。

▼  とき＝9月30日（木）午後2時開演

▼ところ＝サンアート大ホール

▼  内容＝第1部…海
うなばら

原はるか・かなた
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お笑いショー、第2部…大
おお

江
え

裕
ゆたか

演歌

ショー

▼   対象＝市内に住所のある昭和20年12

月31日以前に生まれた、 老人クラブ

の会員でない人（老人クラブの会員は、

各クラブで受け付け）
▼  定員＝抽選で80人（全席指定席、抽

選結果は 8月17日（火）までに通知）

▼チケットの配布＝簡易書留にて郵送

▼  申し込み＝7月31日（土）まで（当日

消印有効）に、高齢福祉課「長寿お

祝い会」係へ往復はがきで。ただし、

応募は1人1通まで（1通で2人分まで

応募可。同一対象者で2通以上の申

し込みをした場合は無効）。車いす

使用の場合は、その旨を記入

【往復はがきの書き方】

　家族が認知症ではないかと気になっ

ている人や、認知症の家族を抱えて介

護に疲れている人はいませんか。

　みよし市では、皆さんの悩みを一緒

に考えていくために「社団法人認知症の

人と家族の会」愛知県支部と協働して、

市内で家族の介護に携わっている介護

者の皆さんとの交流会を開催します。

▼  とき＝7月23日（金）午後1時30分

から3時30分まで

▼ところ＝市役所東館3階301会議室

▼  内容＝認知症介護者同士の交流、認

知症介護の情報交換

▼  対象＝認知症の（認知症と思われる）

家族を介護している人

▼申し込み＝当日、会場へ直接

　劇団うりんこの団員と一緒に演劇の

楽しさ、おもしろさを体験してみませ

んか。

▼  とき＝8月8日（日）午後2時から4時

まで

▼  ところ＝中央公民館ホール

▼  内容＝からだを使って、相手に気持

ちを伝える演劇を体験

※当日は、運動のできる服装と靴でご

参加ください。

▼  対象＝市内在住の小学生

▼  定員＝20人（応募者多数の場合は抽

選により決定）

▼  参加費＝無料

▼  持ち物＝飲み物（水分補給）、タオル

▼  申し込み＝7月15日（木）午前10時か

らサンアート窓口で直接　

「ひまわりの会」
認知症介護家族交流会

地域包括支援センター　高齢福祉課内

☎（32）8500　N（34）3388

「小学生のためのワークショップ」
劇団うりんこによる

みよし演劇文化推進実行委員会から

教育行政課内  ☎(32)8028  N（34）4379

夏休み親子施設見学会

内　

☎052（803）4181  N052(803）7220

平成22年度長寿お祝い会

高齢福祉課　☎（32）8009  N（34）3388

（返信の表）　　　（往信の裏）

〒   申込代表者  
の郵便番号

申込代表者の
住所・氏名

・住所
・氏名
・生年月日
・電話番号

返信

※2人分申し込
みの場合は、2
人の住所・氏名・
生年月日・電話
番号を記入。車
いす使用の場合
はその旨を記入

〒470‐0295

みよし市役所
高齢福祉課
「長寿お祝い会」
係あて

（往信の表）　　　（返信の裏）

往信
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　財団法人矢作川水源基金では、矢作

川流域の地域に関する認識を深めてい

ただくため、バスツアーを行います。

▼  とき＝8月28日（土）午前8時30分集

合・出発、午後6時帰着（予定）

▼  ところ＝雨
あめやま

山ダム、おかざき世界子

ども美術博物館、茅
かやぶき

葺屋敷

▼  集合・解散場所＝みよし市役所

▼  内容＝ダム見学、オリジナルバッジ

づくり、布ぞうり作り

▼  対象＝市内在住の小・中学生とその保

護者（小・中学生のみでの参加は不可）

▼  定員＝40人（1グループ4人まで。応

募多数の場合、申し込みグループ単

位で抽選。参加決定後、各グループ

に詳細を連絡）

▼  参加費＝無料

▼  持ち物＝弁当、水筒（飲み物）、健康

保険証、動きやすい服装で参加

▼  申し込み＝ 7月16日（金）までに参

加希望者全員の住所、氏名（ふりが

な）、年齢、性別、学年、電話番号

を明記して、政策推進課へファクス、

電子メール、または直接

※ファクス、電子メールで申し込みの

場合は、受信確認の返信をします。

　親子で体を動かして楽しんでみませ

んか。ママのためのエアロビクスも行

います。

▼  とき＝8月4日（水）午前10時から11

時まで

▼ところ＝三好丘交流センター

▼内容＝親子の体操とエアロビクス

▼対象＝未就園児とその保護者

▼定員＝抽選で30組

▼参加費＝30円（傷害保険料）

▼  講師＝エアロビクスインストラクタ

ーの山
やまうち

内雅
まさ こ

子さん

▼  申し込み＝7月16日（金）、20日（火）

から23日（金）までの午前9時から午

後5時までに、親子の氏名、年齢、行

政区、電話番号を明らかにしてセン

ターへ電話、または直接

※運動のできる服装でご参加ください。

　平成23年に愛知用水通水50年を迎

える水土里ネット愛知用水と市内の農

業用施設を管理する水土里ネットみよ

しでは、愛知用水水源地の探訪ツアー

を行います。

　愛知用水の水源の森であるみよし市

の友好の森と牧尾ダムを親子で探訪し

て、水の大切さとみよし市を流れる命

の水を守る人々の仕事を理解していた

だくための体験バスツアーです。

　多くの皆さんのご参加をお待ちして

います。

▼  とき＝8月5日（木）午前8時から午

後5時30分まで（水土里ネットみよ

し（みよし市三好町上ケ池 1-20）に

て集合・解散）

▼ところ＝愛知用水の関連施設

▼  対象＝市内在住の小学3年生から6

年生までとその家族（親・兄弟）

▼  定員＝先着40人（保護者1人に対し

子ども4人まで）

▼参加費＝無料

▼ 申し込み＝7月5日（月）から12日（月）

までに水土里ネットみよし（みよし土

地改良区）または農政商工課へ電話、

もしくは直接

※昼食は各自で持参ください。

　劇団うりんこと市民との共演による

演劇「出現！ラクダ大サーカス団！」の

公演チケットの一般販売を行います。

　友情をテーマにした親子で笑って泣

ける冒険青春物語です。

　また、公演後にバックステージツア

ー（舞台見学会）を行います。

▼  公演＝9月5日（日）午後2時30分開場

（午後3時開演）

▼  公演会場＝サンアート小ホール

▼  販売日＝7月15日（木）午前10時から

▼  販売場所＝サンアート窓口、サンネ

ット、チケットぴあ

【バックステージツアー】

▼  とき＝9月5日（日）公演終了後から

30分程度

▼  ところ＝サンアート小ホール

▼  対象＝公演チケットを購入した人

▼  定員＝20組（先着順）

▼  参加費＝無料

▼  申し込み＝7月15日（木）午前10時か

らサンアート窓口で直接

親子ビクス＆親のエアロビクス

みどり保育園内  ☎（36）0785  N（36）5675

三好丘地区子育て支援センター

矢作川地域交流バスツアー

政策推進課　☎（32）8005　N（32）2165

seisaku＠city.aichi-miyoshi.lg.jp

夏休み親子愛知用水施設探訪

水
み ど り

土里ネットみよしから ☎（32）1143 N（32）3555

農政商工課　☎（32）8015　 （34）4189

「出現！ラクダ大サーカス団！」公演

みよし演劇文化推進実行委員会から

教育行政課内  ☎(32)8028  N（34）4379
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　障害者福祉センターでは、心身に障

がいを持っている人にいろいろな体験

をしてもらうため宿泊体験会の参加者

を募集します。

▼  とき＝7月16日（金）午後4時30分か

ら17日（土）午前9時まで

▼ ところ＝みよし市障害者福祉センタ

ー2階（〒470-0224  みよし市三好

町陣取山39-1）

▼  対象＝市内在住、在学、または在勤

の高校生以上の知的または身体に障

がいのある人で、基本的に身の回り

のことが自分で出来る人

※宿泊場所には、エレベーターはあり

ません。

▼  定員＝6人（未成年の人は保護者の

承諾が必要で、応募者多数の場合は

選考により決定）

▼  参加費＝3,000円

▼ 申し込み＝申し込み用紙（福祉課また

は障害者福祉センターで配布）に必要

事項を記入して、7月7日（水）までに

福祉課（〒470-0295 住所不要）または

障害者福祉センターへ郵送または直接

　親子で楽しくクッキングをしてみま

せんか。
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▼  とき＝8月4日（水）、10日（火）午前10

時から午後1時まで（受付は9時45分

から）

※2回とも同じ内容です。

▼ところ＝保健センター

▼  対象＝市内在住の保育園・幼稚園の年

少から年長までの幼児とその保護者
▼定員＝各回抽選で12組

▼  参加費＝大人250円、子ども100円

（材料費の一部と保険料）

▼  持ち物＝エプロン、ふきん、上履き

（子どものみ）

▼  申し込み＝ 7月20日（火）までに必

着で、保健センター「楽しい子ども

クッキング」係へ往復はがきで。た

だし応募は親子で1通まで（参加す

る幼児はすべて記入）。

【往復はがきの書き方】

▼  とき＝7月25日（日）午前9時から（午

前8時30分から受け付け）、予備日8

月1日（日）

▼  ところ＝三好公園テニスコート、三

好丘中学校テニスコート

▼  参加費＝高校生以下1人100円、一

般1人500円

▼  内容＝予選はリーグ戦、決勝はトー

ナメント戦（予定）

▼  申し込み＝ 7月10日（土）午後5時ま

でに総合体育館へ直接

▼とき＝7月15日（木）午後7時から
▼ところ＝サンアート1階ロビー

▼  内容＝第1部洋楽ポップスの弾き語

り…I
イ ヤ シ

YASHI さん、第2部ピアノ連

弾…生涯学習音楽指導員研究会ネッ

トワーク愛知、第3部合唱…G
ジーピーシー

PC

▼入場料＝無料

　ふるさと会館では七夕の時期に皆さ

んに楽しいひとときを過ごしてもらお

うと「七夕のゆうべ」を開催します。ふ

るさと会館でお抹茶と和菓子をいただ

きながら、学生落語、漫才、三味線の

日本伝統芸能やオカリナ演奏を楽しみ

ませんか。

▼  とき＝7月9日(金)午後6時から午後
7時30分まで

▼  ところ＝ふるさと会館庭園

※雨天の場合は屋内で開催します。

▼  出演協力者＝南山大学落語研究会、

愛知教育大学落語研究会ほか

▼入場料＝500円（抹茶・和菓子付き）

宿泊体験会

☎(34)5012　N(34）5017

障害者福祉センターひかりの丘みよしから 

{oka-mi@hm10.aitai.ne.jp

楽しい子どもクッキング

食生活改善推進協議会から

保健センター内  ☎（34）5311 N（34）5969

〒    申込者の
     郵便番号

申込者（保護者）
の住所・氏名

・希望する日
・住所
・氏名
　参加する保護者
　参加する幼児
・生年月日（幼児）
・電話番号

（返信の表）　　　（往信の裏）

返信

〒 470‐0224

みよし市三好町陣
取山54番地

（往信の表）　　　（返信の裏）

往信

保健センター
「楽しい子どもクッ
キング」係  あて

みよしオープンソフトテニス大会

ソフトテニス連盟から

冨
とみおか

岡勝
かつ お

男さん　☎・N（34）0444

７月ロビーコンサート

文化センターサンアート　指定管理者から

☎（32）2000　N（32）3232

七夕のゆうべ

文化センターサンアート　指定管理者から

☎（32）2000　N（32）3232
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▼募集内容＝下表のとおり

▼  申し込み＝午前8時30分から午後6

時15分までに豊田地域事務所（豊田

市喜多町3-5）へ電話で

　若年母子家庭対象の一泊研修会への

参加者を募集します。

　母子寡
か ふ

婦福祉協議会に入会していな

くても歓迎です（ただし、研修会の申

し込みと同時に入会が必要）。

▼  とき＝8月8日（日）から9日（月）まで

▼ ところ＝東京ディズニーリゾートほか

▼  対象＝市内在住の母子家庭の子ども

およびその保護者

▼  定員＝40人（先着順）

▼ 参加費＝大人…17,000円、中・高校生…

15,000円、4歳から小学生…14,000円、

3歳以下…7,000円

▼  申し込み＝母子寡婦福祉協議会へ電

話で

　市内で趣味の講座や教養講座などで

活動中の生涯学習活動団体の皆さんの

団体登録をお待ちしています。

　また登録をしていただいた団体は学

習の成果を発表する機会を提供します。

▼  対象＝次のすべてを満たす団体

① 各地区施設の公民館、集会所などで

活動している団体

② おおむね10人以上で構成された団体

③ メンバーのうち、8割以上を市内在

住・在勤の人で構成する団体　

▼  登録方法＝登録用紙（生涯学習課で

配布）に必要事項を記入し、生涯学

習課へ直接

▼  登録期限＝9月30日(木）まで

　身体障がい者の体力の維持・向上を

図ることを目的とした研修会への参加

者を募集します。

　身体障害者福祉協議会に入会してい

なくても歓迎です（ただし、研修会の

申し込みと同時に入会が必要）。

▼  とき＝7月25日（日）

▼  ところ＝長野県上諏訪温泉ほか

▼ 対象＝市内在住、在勤の身体障がい者

▼  定員＝40人（先着順）

▼ 参加費＝一人5,500円
▼  申し込み＝身体障害者福祉協議会へ

電話で

　病院内を案内したり、入院患者の皆さ

んの話し相手など、ボランティア活動し

ていただける人を随時募集しています。

▼ 活動内容＝病院内の案内、外来患者へ

の車いすの貸出、入院患者の話し相手、

図書コーナーの整理・図書貸出など

▼  応募資格＝次のすべての要件につい

て納得できる16歳以上の人

① 活動趣旨に賛成して協力的に活動で

きる

②無報酬で活動できる

③ 業務上知り得た情報を第三者の人に

話さない

▼  申し込み＝参加する人の住所、氏名、

電話番号を明らかにして、藤田保健

衛生大学病院看護部長室へ電話、フ

ァクス、またはメールで

病院ボランティア

☎・N0562(93）2065

藤田保健衛生大学病院 

{hp1.nurse@fujita-hu.ac.jp

生涯学習活動団体の登録

☎（33）3441　N（34）1315　

生涯学習課　学習交流センター内

一泊研修会

☎（34）1588　N（34）5860　

母子寡婦福祉協議会から　福祉センター内

残存機能訓練研修会

☎（34）1588　N（34）5860　

身体障害者福祉協議会から　福祉センター内

自衛官

自衛隊豊田地域事務所から

☎・N0565（32）7384

区分 対象 受付期間 試験日

自衛官候補生
（男子）

平成23年4月1日現在、18
歳以上27歳未満の男子 年間を通じて

第1回：9月5日（日）
第2回：9月12日（日）
第3回：【学科】
          9月18日（土）
          【身体検査】
          10月7日（木）
　　　 ～15日（金）
第4回：9月25日（土）
※第1回および第2回
は高等学校新規学卒
者を除く

自衛官候補生
（女子）

平成23年4月1日現在、18
歳以上27歳未満の女子

8月1日（日）～
9月10日（金）

9月26日（日）から29
日（水）

一般曹候補生
平成23年4月1日現在、18
歳以上27歳未満の男子・女
子

1次：9月18日（土）
2次： 10月7日（木）～

14日（木）

航空学生

平成23年4月1日現在、高
校卒業（見込み含む）程度
で、18歳以上21歳未満の
男子・女子

1次：9月23日（木）
2次： 10月16日（土）～

21日（木）
3次： 11月13日（土）～

12月16日（木）

■自衛官の募集内容
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　愛知県介護支援専門員実務研修受講試

験を実施します。

▼    試験日＝10月24日(日)

▼    受験資格＝次のすべてに該当する人

① 保健・医療・福祉の各分野で合計5年

以上 (一部の対象者は10年以上)の

実務経験がある人

② ①の業務に従事している勤務地が愛

知県にある人、もしくは、現在①の

業務に従事しておらず、かつ、住所

地が愛知県にある人

▼  試験案内および願書の配布期間＝ 7

月30日(金)まで

▼配布場所＝高齢福祉課

▼  願書の受け付け＝7月2日(金)から7月

30日(金)までに、愛知県社会福祉協

議会福祉人材センター介護支援専門

員実務研修受講試験係（〒460-0002

名古屋市中区丸の内2-4-7愛知県社会

福祉会館内）へ願書同封の専用封筒で

郵送(30日の消印まで有効)

▼  問い合わせ＝愛知県社会福祉協議

会福祉人材センター介護支援専門員

実務研修受講試験係へ電話（☎052

（209）2270）で

　平成23年1月9日（日）に開催する、み
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よし市成人式の企画や運営を行う実行

委員を募集します。

▼  対象者＝平成2年4月2日から平成3

年4月1日までに生まれたみよし市内

在住の新成人で、実行委員会（3回程

度）と成人式に出席できる人
▼  募集人数＝男性・女性それぞれ各6

人（計12人）

▼  申し込み＝7月5日（月）から16日（金）

までの午前8時30分から午後5時ま

でに、住所、氏名、生年月日、性別、

電話番号を明らかにして「成人を迎

えて」と題した作文（400字詰め原

稿用紙1枚以内）を添えて、教育行

政課へ直接

　平成23年度採用の消防職員を募集

します。

▼採用日＝平成23年4月1日

▼第一次試験＝9月19日（日）

▼第ニ次試験＝10月下旬

▼職種＝消防職

▼採用人数＝若干名

▼  対象＝次のいずれかに該当する人

① 昭和61年4月2日以降の生まれで、

4年制大学を卒業、または平成23年

3月に卒業見込みの人

② 昭和63年4月2日以降の生まれで、

短期大学を卒業、または平成23年3

月に卒業見込みの人

③ 平成2年4月2日以降の生まれで、高

等学校を卒業、または平成23年3月

に卒業見込みの人

▼  申し込み＝7月12日（月）から8月13日

（金）まで（土・日曜日、祝日を除く）の

午前9時から午後5時までに、申込書

（尾三消防本部総務課で配布、ホーム

ページからダウンロード可）を記入し

て、尾三消防本部総務課人事庶務係

（東郷町大字諸輪字曙18）へ直接

　今年、そろって70歳以上になる夫

婦の皆さんをお祝いします。なお対象

者には、すでに郵送でご案内しました

が、まだ届いていない人、転入などに

より新たに対象になった人など、参加

を希望する人はご連絡ください。

▲

 とき＝ 9月30日（木）正午から（昼の

部）、午後4時から（夕の部）

▲

 ところ＝サンアートレセプションホ

ール

▲

 内容＝食事会と長寿お祝い会「海
うなばら

原は

るか・かなたお笑いショー」「大
おお

江
え

裕
ゆたか

演

歌ショー」の鑑賞、記念写真撮影

▲

 対象＝夫婦のうち年下の人が昭和15

年生まれ

▲

 申し込み＝ 7月15日（木）までに高

齢福祉課へ電話で

※古稀のお祝い会の参加者は、同日に

開催の長寿お祝い会にも参加できます

ので、長寿お祝い会の参加申し込みは

不要（老人クラブ会員の皆さんも同様）。

実務研修受講試験
第13回愛知県介護支援専門員

愛知県社会福祉協議会から

☎052（231）3224　N052(222）2918

Shttp://www.aichi-fukushi.or.jp

消防職員

尾三消防本部総務課から 

☎（38）7202  N（38）6962

Shttp://www.hm.aitai.ne.jp/̃bisan-fd/

成人式の企画・運営スタッフ

教育行政課　☎（32）8028　N（34）4379

古
こ き

稀のお祝い会の参加者
高齢福祉課　☎（32）8009　N（34）3388
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　毎年7月を強調月間として「社会を明

るくする運動」が法務省を中心に展開さ

れています。この運動は、犯罪の防止

と罪を犯した人たちの更生について理

解を深めるためのものです。皆さんで

力を合わせて、一緒に犯罪や非行のな

い明るい社会を築きましょう。

　なおこの期間、次のとおりＰＲ活動

とＰＲ作品（毛筆書・ポスター）の掲示

を行います。ぜひご覧ください。

【PR活動】

▼  とき＝ 7月21日･28日の水曜日、午

後5時から6時まで

▼  ところ＝アイモール・ジャスコ三好

店、ハローフーヅ三好店、ピアゴ黒

笹店、フィール三好店、ベイシア三

好店、松坂屋ストア三好店、メグリ

ア三好店の7カ所

【PR作品の掲示】

▼  とき＝ 8月1日（日）まで

▼  ところ＝アイモール・ジャスコ三好店

内ジャスコ2階パブリックスペース（東

エスカレーター横）

　後期高齢者医療保険加入者と世帯主

の前年の所得を基に、平成22年度の後

期高齢者医療保険料を決定します。

　保険料率は2年ごとに見直され、平

成22・23年度の所得割率は7.85％、均

等割額は41,844円です。後期高齢者

医療保険に加入している人を対象に、

「後期高齢者医療保険料額決定通知書」

と、「後期高齢者医療保険料額納入通

知書（年金引き落としで納めている人

を除く）」を送付します。

　現在75歳以上の皆さんがお持ちの

後期高齢者医療被保険者証（保険証）の

有効期限は、7月31日までです。8月

から使用していただく保険証を、7月

中旬までに簡易書留で郵送します。

※旧保険証は有効期限を過ぎると使用

できません。8月以降に医療機関などで

受診するときは、必ず新しい保険証を

提示してください。旧保険証は、8月以

降に保険年金課へ返却してください。

▼  保険料の支払方法＝原則年金からの

引き落とし（特別徴収）。ただし、年

金額が年間18万円以下、または介

護保険料と合わせた保険料額が、年

金額の2分の1を超える場合は、口

座振替または納付書によるお支払

（普通徴収）となります。

▼  保険料額＝一人ずつ均等に負担して

いただく「均等割額」と、所得に応じ

て負担していただく「所得割額」の合

計額

▼  保険料の納期＝特別徴収は年金受給

月（偶数月）、普通徴収は7月から翌

年2月までの毎月

　多年にわたり社会に貢献された高齢

者の皆さんに敬老金、長寿お祝い品を

9月に贈呈します。

▼  対象＝9月1日現在、市内に住所を有

し、住民基本台帳または外国人登録

原票に登録されている人

▼  配布＝9月上旬から9月30日（木）まで

に各地区の民生児童委員が訪問し贈呈

※施設入所者は別途贈呈

【市敬老金】

▼  年齢＝①満80歳（昭和5年生まれ）、満

85歳（大正14年生まれ）の人②満90歳

（大正9年生まれ）、満95歳（大正4年生

まれ）の人③満100歳以上（明治43年

以前生まれ）の人

▼    金額＝①…5,000円、②…10,000円、

③…30,000円

【県敬老祝品】

▼  年齢＝数えで100歳（明治44年生ま

れ）の人

【市長寿お祝い品】

▼  年齢＝満99歳（明治44年生まれ）、 満

100歳以上（明治43年以前生まれ）の人

　 　 　
▼  譲ります（有料）＝水

みずや

屋たんす、

まこと第二幼稚園の制服一式、

介護用ベッド、入浴用いす、家

具調トイレチェア

▼ 差し上げます（無料）＝学習机とい
す、ベビーベッド、ジュニアシー

ト、会議用長テーブル、いす5脚、

豊田北高校の制服・体操服
▼  譲ってください（有料）＝剣道の防
具、業務用のミシン、三好文化

幼稚園の制服

▼登録期間＝3カ月間

▼  登録方法＝譲ります（有料）、 差
し上げます(無料）、譲ってくださ

い（有料・無料）に分け、住所・氏

名・電話番号・商品名とその詳細

情報（品質状態、購入年月日な

ど）を明らかにして、環境課へ電

話(☎（32）8018）、または直接

▼  交渉の流れ＝①広報みよしに商
品名を掲載②希望者は環境課へ

電話連絡③登録者の住所･氏名・

電話番号を確認し、登録者と直

接交渉④結果を環境課へ連絡

▼  注意事項＝①住所、電話番号な
どを希望者に教えることができ

ない人は登録できません②登録

品は広報掲載期間中、登録者の

責任で保管してください③登録

が不要になったときは、必ず環

境課へ連絡してください

●リサイクル用品の登録●

保険年金課　☎（32）8011　N（32）2585

および被保険者証の更新
後期高齢者医療保険料の決定

敬老金の贈呈

高齢福祉課　☎（32）8009　N（34）3388

社会を明るくする運動

福祉課　☎（32）8010　N（34）3388
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　国民年金には、所得が少なくて保険

料を納付することが困難な場合などに、

本人が申請して承認されれば、保険料

が免除、または一部納付となる制度が

あります。

▼  対象期間＝平成22年7月から平成23

年6月まで

▼  制度の内容＝①全額免除制度…保険

料の全額を免除

　 ②4分の1納付制度…保険料の4分の

1を納付（残り4分の3が免除）

　 ③半額納付制度…保険料の2分の1を

納付（残り2分の1が免除）

　 ④4分の3納付制度…保険料の4分の

3を納付（残り4分の1が免除）

▼  対象となる場合（主なもの）＝①前年

の所得が少なく、保険料を納めるこ

とが困難なとき（所得要件は世帯構

成による）

　 ②地方税法に定める障がい者、また

は寡
か ふ

婦で前年の所得が125万円以下

のとき

　 ③失業により保険料を納付すること

が困難と認められるとき（「雇用保険

受給資格者証」または、「雇用保険被

保険者離職票」の写しの添付が必要）

※免除の申請の際に、翌年度以降も継

続申請を希望された人で全額免除が承
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認された人は、翌年度以降あらためて

申請をしなくても、継続して免除の審

査を受けられます（左記③の場合は除

く）。

▼  申請方法＝年金手帳、印鑑（認め印）

と必要な書類（事前に保険年金課へ

確認）を持って、保険年金課へ直接
▼  問い合わせ＝保険年金課、または豊

田年金事務所へ電話（☎0565（33）

1109）で

　7月は暴走族追放強調月間です。今

年のスローガンは、「暴走を『しない』

『させない』『見に行かない』～暴走族 

なくして住みよい  まちづくり～」です。

　暴走族のいないまちづくりに対する

関心、理解を深めるため、地域ぐるみ

で暴走族の追放に向けての意識の高揚

を図りましょう。

　30歳未満の若年者（学生を除く）に

ついて、世帯主の所得に関係なく、本

人と配偶者の所得が基準額以下の場合

に、申請して承認されれば保険料の納

付が猶予されます。

▼ 対象期間＝平成22年7月から平成23

年6月まで

▼  制度の内容＝①納付猶予の承認期間

は、老齢基礎年金を受けるための資

格期間に算入されるが、年金額の計

算には反映されない

　 ②承認期間中、障がいや死亡といっ

た不慮の事態が発生した際、一定の要

件を満たしていれば、障害基礎年金、

または遺族基礎年金が受けられる

　 ③承認期間中の保険料は10年以内

であればさかのぼって納めることが

できるが、3年目以降に納める場合

は、当時の保険料に加算額が付く

※納付猶予の申請の際に、翌年度以降

も継続申請を希望した人で納付猶予の

承認を受けた人は、翌年度以降あらた

めて申請をしなくても、継続して納付

猶予の審査が受けられます。

▼  申請方法＝年金手帳、印鑑（認め印）

と必要な書類（事前に保険年金課へ

確認）を持って、保険年金課へ直接

▼  問い合わせ＝保険年金課、または豊

田年金事務所へ電話（☎0565（33）

1109）で

　7月と8月は「青少年の非行・被害防止

に取り組む運動（夏期）」の強調月間です。

青少年が心身ともに明るく健やかに成

長することは、誰もが願うことです。

今年のスローガンは「非行の芽　はやめ

につもう　みな我が子」です。次代を担

う青少年の健全育成を図るため、大人

が率先して規律ある行動を取り、青少

年の非行防止への意識を深め、青少年

の健全育成にご協力ください。

▼  とき＝7月24日（土）午前9時から11時

まで

 ▼  ところ＝さんさんの郷
さと

▼  対象＝16歳から69歳までの健康な

人（65歳以上の人は、60歳から64

歳までに献血の経験があること）

▼  持ち物＝献血カード、献血手帳（持っ

ている人のみ）、身分証明書（運転免

許証）など

▼  そのほか＝当日、骨髄バンクのドナ

ー登録も併せて実施

献血

保健センター ☎（34）5311 N（34）5969

国民年金の保険料免除制度

保険年金課　☎（32）8011　N（32）2585

子育て支援課　☎（32）8034　N（34）3388

取り組む運動（夏期）
青少年の非行・被害防止に

国民年金の若年者納付猶予制度

保険年金課　☎（32）8011　N（32）2585

暴走族追放強調月間

子育て支援課　☎（32）8034　N（34）3388
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市政番組を放送中
● ケーブルテレビ
　さんさんチャンネル 【33ch・123ch】
　コミュニティ放送【アナログ6ch・デジタル12ch】
　　　　　　　　　【三好丘地区UHF60ch】

●コミュニティ FM
　ラジオ・ラブィート 【78.6MHz】

みよしモーニングニュース 毎日放送（8：00～8：09）
みよしイブニングニュース 月曜日～金曜日放送（18：
00～18：09）
市長ホットライン　7月5日（月）8：00～、18：00～
問い合わせ 秘書広報課 ☎（32）8357 N（34）6008

みよしTODAY（15分間） 月曜日～土曜日放送
初回放送 17:45 以降8回程度リピート放送
※みよし市ホームページで、番組のニュース項目と
「みよし散歩道」の動画配信を行っています。
Shttp://www.city.aichi-miyoshi.lg.jp

学校プールの一般開放
　市民の皆さんの健康保持と体力の向上を目的に、下記の市立小学校のプールを一般に
開放します。 

▼  と き＝7月21日(水)から8月20日(金)まで（日曜日・8月13日～16日を除く）の 午前9時
から11時50分まで、午後1時10分から午後4時まで（開始10分前から随時受付）
※各学校で開放日が異なります。詳しくは開催要領（教育行政課で配布またはホームぺー
ジShttp://www.city.aichi-miyoshi.lg.jp/kyouiku/gakouipanpulukaihou.ht㎖ ）で
ご確認ください。

▼ところ＝中部小学校・南部小学校・緑丘小学校のプール

 ▼  対象＝市内在住、在勤、在学の人
※未就学児は、保護者同伴（同伴者1人に幼児2人まで）。保護者は、水着、水泳帽子を着
用して一緒に遊泳する場合に限り小プールの使用ができます。なお、おむつを使用中の
未就学児の利用はできません。

▼  申し込み＝当日、各プール入口の受付まで直接

▼  そのほか＝利用希望者多数のときは、プール監視で安全を確保するために入場を制
限する場合あり
※自分の住所や電話番号が書けないお子さんは、緊急連絡先の記入したものを必ず持
参してください。受付で確認します。

▼      問い合わせ＝教育行政課　☎（32）8028　N(34)4379
　  kyouiku@city.aichi-miyoshi.lg.jp
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